
立
命
館
経
済
学
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第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

一
五
六
　
（
七
七
八
）

資
　
料

独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の

「
工
場
統
計
表
」
か
ら
み
た

一
）

「
大
正
期
」
民
営
工
業
の
発
達
趨
勢

伊
　
藤

武
　
夫

一
、

二
、

三
、

目
　
　
次

分
析
課
題

民
営
工
場
工
業
の
発
達
趨
勢

生
産
手
段
生
産
の
拡
大
と
労
働
生
産
性

、
分

析
　
課

題

　
〕
　
一
　
明
治
末
期
（
一
九
〇
七
年
恐
慌
前
後
）
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
を

　
〔
経
て
昭
和
恐
慌
（
一
九
三
〇
年
）
前
後
に
－
至
る
ほ
ぽ
二
〇
年
問
は
、
　
目

本
経
済
が
本
格
的
た
独
占
資
本
主
義
段
階
へ
の
移
行
を
遂
げ
る
時
期
で

（
１
）

あ
る
。

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
戦
前
の
『
工
場
統
計
表
』
に
よ
り
こ
の
時

期
の
民
営
工
場
工
業
の
発
達
趨
勢
を
再
検
討
し
つ
つ
、
わ
が
国
の
独
占

資
本
主
義
確
立
過
程
に
お
げ
る
工
業
構
成
の
変
化
を
統
計
的
に
明
ら
か

に
し
た
資
料
集
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
議
論
の
焦
点
は
、
一
九
二

〇
（
大
正
九
）
年
恐
慌
後
の
民
営
工
場
工
業
の
発
展
過
程
に
み
ら
れ
る

諸
特
徴
を
『
工
場
統
計
表
』
を
と
お
し
て
整
理
し
て
み
る
こ
と
で
あ

り
、
さ
ら
に
こ
の
時
期
の
生
産
手
段
生
産
の
発
展
を
明
確
に
把
握
す
る

こ
と
に
お
か
れ
る
。

　
な
お
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
『
工
場
統
計
表
』
で
は
生
産
作
業
場
の
集



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

積
を
数
的
に
把
握
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
資
料
の
分

析
か
ら
は
、
資
本
蓄
積
の
具
体
的
な
過
程
も
資
本
の
杜
会
的
構
成
も
明

ら
か
と
は
た
ら
。
な
い
し
、
も
と
よ
り
独
占
資
本
の
発
生
と
構
造
の
究
明

は
議
論
の
外
に
お
か
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
か
ら
、
産
業
企
業
の
発
展
の

前
提
で
あ
り
結
果
で
も
あ
る
各
工
業
部
門
の
生
産
作
業
場
と
工
業
生
産

の
発
達
趨
勢
を
確
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
工
業
の
発
展
過
程
の
諸

特
徴
を
抽
出
す
る
課
題
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
資
料
的
制
約
に
よ
り
生
産
の
集
積
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
八

（
昭
和
三
）
年
以
前
は
工
場
数
、
職
工
数
、
原
動
機
馬
力
数
の
集
積
で
も

っ
て
問
接
的
に
把
握
で
き
る
に
す
ぎ
ず
、
地
域
別
の
分
析
は
道
府
県
単

位
ど
ま
り
と
た
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
目
本
資
本
主
義
の
再
生
産

構
造
な
い
し
、
工
業
労
働
力
の
本
格
的
結
集
と
階
級
構
成
の
変
化
を
追

求
す
る
基
礎
資
料
の
ひ
と
っ
で
は
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
工
場
工

業
の
構
成
を
詳
細
に
検
討
す
る
手
は
じ
め
と
し
て
、
ま
ず
民
営
工
場
の

一
般
的
な
発
展
煩
向
を
包
括
的
に
確
認
で
き
る
加
工
資
料
を
ま
と
め
て

み
た
。

　
〕
　
二
　
と
こ
ろ
で
こ
こ
に
提
出
す
る
資
料
は
な
に
よ
り
も
日
露
戦
争
以

　
〔
後
の
工
業
発
展
に
関
す
る
一
般
的
な
展
望
を
う
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
い
る
が
、
と
り
わ
け
一
九
二
〇
年
代
（
大
正
後
期
－
昭
和
初
期
）
に
焦

　
　
　
　
独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

点
を
あ
わ
せ
た
の
は
次
の
理
由
に
よ
る
。

　
わ
が
国
の
独
占
資
本
主
義
の
確
立
過
程
は
産
業
資
本
の
本
格
的
展
開

過
程
と
か
さ
な
り
あ
い
、
ま
た
い
ち
じ
る
し
く
国
家
独
占
の
様
相
を
お

び
て
い
た
。
山
田
盛
太
郎
氏
は
、
周
知
の
よ
う
に
そ
の
過
程
の
特
徴
を

「
軍
事
的
半
農
奴
制
的
金
融
資
本
」
の
確
立
過
程
と
し
て
お
さ
え
、
そ

の
指
標
と
し
て
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
の
鉄
道
国
有
法
Ｈ
国
家
に
ー

よ
る
私
有
鉄
道
の
集
中
と
、
　
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
軍
需
工
業
動

員
法
川
国
家
に
よ
る
全
経
済
動
員
可
能
体
制
の
法
制
化
と
を
あ
げ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

こ
の
過
程
を
へ
て
独
占
資
本
主
義
が
確
立
す
る
と
し
て
お
ら
れ
る
。
こ

こ
で
は
独
占
的
資
本
閥
１
１
私
的
独
占
の
国
家
資
本
、
国
家
権
カ
ヘ
の
依

存
性
が
前
面
に
出
て
国
家
独
占
の
現
代
的
独
占
に
対
す
る
補
強
、
代
位

　
　
　
　
　
　
（
４
）

性
が
強
調
さ
れ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
過
程
で
、
国
家
権
カ
“
軍
事
機
構

に
依
存
し
補
強
さ
れ
っ
っ
発
展
し
て
き
た
政
商
的
な
資
本
閥
も
鉄
道
、

軍
工
廠
、
八
幡
製
鉄
所
な
ら
び
に
特
殊
銀
行
資
本
な
ど
の
国
家
資
本
を

前
提
と
し
、
ま
た
寄
生
地
主
制
の
支
配
す
る
農
村
な
ら
び
に
植
民
地
を

収
奪
基
盤
と
し
て
利
用
し
っ
つ
、
苛
烈
な
資
本
蓄
積
競
争
の
な
か
で
金

融
資
本
１
１
私
的
独
占
体
へ
と
成
長
転
化
し
て
き
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
過

程
の
う
ら
に
は
明
治
三
〇
年
代
で
確
立
し
た
日
本
資
本
主
義
の
総
生
産

諸
関
係
（
型
の
編
成
）
が
次
第
に
独
占
段
階
独
自
の
生
産
諸
関
係
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
　
（
七
七
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

変
質
（
型
の
分
解
進
行
）
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
山
田
氏
は
第
一
次
世
界
大
戦
末
に
制
定
さ
れ
た
工
業
動
員

法
（
大
正
七
年
）
を
起
点
と
し
て
「
半
農
奴
制
的
軍
事
的
帝
国
主
義
全
体

制
の
新
た
な
事
情
の
下
で
の
再
編
成
が
一
個
の
至
上
命
令
と
な
っ
た
。

…
…
こ
の
場
合
に
も
、
機
構
に
内
包
せ
ら
れ
た
基
本
矛
盾
が
応
当
的
に

　
　
　
　
　
（
５
）

再
生
産
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
つ
ま
り
第
一
次
大
戦
後
の

全
般
的
危
機
の
時
代
に
。
入
っ
て
諾
経
済
的
杜
会
構
成
の
変
化
、
さ
ら
に

は
私
的
独
占
体
の
編
成
の
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
た
と
え
ぽ
、
財

閥
１
１
金
融
資
本
を
頂
点
と
し
た
独
占
の
支
配
は
、
直
接
的
に
生
産
部
面

か
ら
杜
会
的
生
産
を
支
配
し
て
ゆ
く
ぱ
か
り
で
は
た
く
、
産
業
都
門
問

の
再
生
産
的
連
関
、
大
工
業
と
中
小
工
業
と
の
杜
会
的
再
編
成
、
低
賃

金
構
造
の
再
編
成
等
々
を
通
じ
て
経
済
の
全
領
域
に
わ
た
っ
て
お
こ
た

わ
れ
、
独
占
段
階
独
自
の
中
小
工
業
の
存
続
と
独
占
資
本
の
再
生
産
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

造
へ
の
組
み
込
み
が
深
め
ら
れ
て
ゆ
く
と
い
う
間
題
も
そ
の
ひ
と
つ
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
重
機
器
生
産
資
本
あ
る
い
は
化
学
資
本
を
中
心
と

し
た
産
業
独
占
体
が
形
成
さ
れ
る
の
も
第
一
次
大
戦
後
の
過
程
で
あ

り
、
産
業
合
理
化
も
こ
の
時
期
に
進
行
す
る
。
他
方
、
こ
う
し
た
独
占

資
本
主
義
の
確
立
過
程
は
植
民
地
支
配
の
再
編
と
農
村
に
お
け
る
地
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

制
の
大
き
た
動
揺
を
も
ひ
き
お
こ
す
、
等
ヵ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
八
　
（
七
八
○
）

　
つ
ま
り
こ
こ
で
ま
と
め
た
資
料
は
右
に
指
摘
し
た
よ
う
な
諸
論
点
を

よ
り
具
体
的
に
解
く
た
め
の
前
提
と
し
て
、
独
占
資
本
主
義
形
成
．
確

立
の
過
程
に
対
応
す
る
工
業
構
成
の
変
化
を
概
括
し
た
も
の
で
あ
り
、

工
業
構
造
分
析
の
準
備
作
業
の
ひ
と
っ
な
の
で
あ
る
。

（
１
）

　
こ
う
し
た
時
期
区
分
は
、
わ
が
国
の
産
業
資
本
の
確
立
を
い
か
に
把

握
す
る
か
に
か
か
わ
っ
て
、
異
論
も
多
い
。
山
田
盛
太
郎
氏
は
『
日
本

資
本
主
義
分
析
』
で
、
衣
料
生
産
の
質
的
量
的
な
発
展
と
労
働
手
段
生

産
の
基
礎
の
一
定
程
度
の
形
成
と
い
う
事
実
を
お
さ
え
、
　
「
略
明
治
三

〇
乃
至
四
〇
年
の
頃
」
を
も
っ
て
産
業
資
本
確
立
期
と
み
た
し
た
（
一

一
－
二
一
頁
）
。
山
田
氏
の
理
論
的
根
拠
に
は
「
再
生
産
論
の
具
体
化
」

と
い
う
方
法
論
的
思
考
が
明
瞭
に
出
て
い
る
が
、
歴
史
的
．
具
体
的
な

事
実
の
分
析
の
問
題
と
し
て
も
、
こ
の
画
期
の
と
り
方
は
、
大
石
嘉
一

郎
「
日
本
資
本
主
義
確
立
期
に
関
す
る
若
干
の
理
論
的
問
題
」
（
『
歴
史

学
研
究
』
二
九
五
号
、
一
九
六
四
年
二
一
月
）
、
　
林
直
道
「
日
本
に
お

け
る
『
産
業
資
本
の
確
立
』
に
つ
い
て
」
（
『
研
究
と
資
料
』
第
二
九

号
、
所
収
）
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
石
井
寛
治
「
産
業
資

本
の
確
立
」
（
『
日
本
経
済
史
』
有
斐
閣
、
一
九
七
〇
年
、
所
収
）
、
同
、

「
日
本
資
本
主
義
の
確
立
」
（
講
座
日
本
史
、
第
６
巻
『
日
本
帝
国
主
義

の
形
成
』
一
九
七
〇
年
、
所
収
）
も
ほ
ぽ
同
様
の
観
点
か
ら
の
論
理
展

開
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
も
基
本
的
に
は
こ
の
立
場
に
た
っ
て

議
論
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
か
つ
て
丹
羽
邦
男
氏
が
、
明
治
三
〇
年
代
で
は
た
お
農
村
に

お
け
る
旧
い
生
産
様
式
の
広
汎
た
存
在
と
都
市
労
働
者
の
近
代
的
プ
ロ



レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
し
て
の
性
格
の
未
形
成
を
指
摘
し
て
の
ち
（
「
日
本

資
本
主
義
論
」
『
日
本
史
研
究
入
門
』
一
九
五
四
所
収
）
、
旧
講
座
派
の

流
れ
を
く
む
歴
史
学
研
究
者
か
ら
山
田
氏
へ
の
批
判
が
出
さ
れ
て
き
て

い
る
。
た
と
え
ぱ
古
島
敏
雄
氏
は
「
伝
統
的
軽
工
業
に
工
場
制
工
業
が

発
展
し
、
重
化
学
工
業
に
お
い
て
も
工
場
制
工
業
が
一
般
化
す
る
」
、

「
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
よ
り
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
」
を
産
業

資
本
の
確
立
の
問
題
を
吟
味
す
べ
き
時
点
と
し
て
提
起
さ
れ
（
『
経
済
史

皿
』
山
川
出
版
社
、
一
九
六
六
）
、
星
埜
惇
氏
は
、
機
械
制
大
工
業
生
産

に
も
と
づ
く
資
本
制
経
済
制
度
の
規
定
１
１
資
本
制
経
済
構
造
の
確
立
１
１

産
業
革
命
過
程
と
い
う
定
式
か
ら
、
第
一
次
大
戦
後
昭
和
に
い
た
る
時

期
に
重
工
業
の
一
応
の
確
立
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
大
正
期
に
農
業
な
い

し
小
工
業
の
性
質
変
化
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
吟
味
し
つ
つ
、
　
「
明
治
末

－
昭
和
初
頭
」
の
時
期
を
日
本
の
産
業
革
命
期
（
『
社
会
構
成
体
移
行

論
序
説
」
未
来
社
、
一
九
六
九
、
九
二
頁
）
と
す
え
ら
れ
た
。

　
ま
た
他
方
、
揖
西
光
速
氏
ら
は
、
「
と
く
に
衣
料
生
産
を
中
心
に
機

械
化
が
完
成
す
る
こ
と
に
産
業
革
命
の
本
質
的
な
意
味
が
あ
る
」
と
し
、

「
一
九
〇
〇
年
前
後
（
明
治
三
十
年
代
前
半
）
」
に
産
業
革
命
が
達
成
さ

れ
、
産
業
資
本
が
確
立
し
た
（
揖
西
ら
『
日
本
資
本
主
義
発
展
』
１
、

五
七
頁
）
と
し
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
同
様
の
視

点
か
ら
「
日
本
に
お
け
る
『
古
典
的
』
帝
国
主
義
の
段
階
」
（
大
内
力

『
日
本
経
済
論
』
上
、
東
大
出
版
会
、
一
九
六
二
、
ニ
ハ
七
頁
）
、
「
金

融
資
本
の
確
立
の
設
階
」
（
隅
谷
他
『
日
本
資
本
主
義
と
労
働
問
題
』

東
大
出
版
会
、
一
九
六
七
、
二
一
頁
以
下
）
と
す
る
規
定
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
星
埜
氏
が

独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

　
　
資
本
制
経
済
構
造
が
確
立
す
る
時
期
の
「
支
配
・
規
定
す
る
資
本
制
と

　
　
は
、
す
で
に
独
占
段
階
の
そ
れ
で
あ
（
る
）
」
（
前
掲
書
、
九
二
頁
）
と

　
　
さ
れ
る
一
九
〇
七
年
恐
慌
前
後
か
ら
一
九
二
九
年
の
〃
世
界
大
恐
慌
”

　
　
ま
で
の
時
期
な
の
で
あ
る
。

（
２
）
　
『
工
場
統
計
表
』
の
資
料
的
性
格
を
検
討
し
、
分
析
Ｈ
利
用
基
準
を

　
　
解
説
し
た
も
の
と
し
て
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
経
済
調
査
室
、
『
調
査

　
　
と
資
料
』
第
三
三
号
（
一
九
六
六
）
を
参
照
。

（
３
）
山
田
盛
太
郎
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
で
は
、
「
日
本
で
の
金
融
資

　
　
本
の
成
立
確
立
の
過
程
が
、
即
ち
、
　
日
露
戦
争
前
後
殊
に
鉄
道
国
有

　
　
（
明
治
三
十
九
年
）
に
表
現
さ
れ
た
所
の
第
一
階
梯
的
端
初
的
形
態
に

　
　
お
け
る
金
融
資
本
成
立
過
程
と
及
び
、
世
界
大
戦
中
殊
に
軍
需
工
業
動

　
　
員
法
（
大
正
七
年
）
に
表
現
せ
ら
れ
た
所
の
第
二
階
梯
的
本
格
的
形
態

　
　
に
お
げ
る
金
融
資
本
確
立
過
程
と
、
そ
の
軍
事
的
半
農
奴
制
的
金
融
資

　
　
本
の
成
立
確
立
の
過
程
が
進
行
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
基
準
と
し
て
一
般

　
　
的
危
機
が
展
開
す
る
に
至
る
」
（
一
七
七
頁
）
と
し
て
い
る
。
　
た
お
、

　
　
山
田
『
分
析
』
を
よ
り
具
体
的
に
検
討
し
た
見
解
と
し
て
石
井
寛
治

　
　
「
独
占
資
本
の
形
成
」
（
永
原
慶
二
編
『
日
本
経
済
吏
』
有
斐
閣
双
書
、

　
　
所
収
、
二
五
九
頁
以
下
）
を
参
照
し
た
。

　
　
　
も
と
よ
り
『
分
析
』
に
は
国
家
独
占
と
私
的
独
占
と
の
関
係
に
つ
い

　
　
て
の
詳
細
な
分
析
は
な
い
し
、
ま
た
「
前
期
的
独
占
と
現
代
的
独
占
」

　
　
と
の
区
別
の
問
題
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
日
本
に
お
け
る
具
体
的
な
規
定

　
　
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
井
上
晴
丸
「
独
占
資
本
主
義
の
確
立
」

　
　
（
『
日
本
歴
史
　
現
代
２
』
、
岩
波
書
店
、
所
収
）
を
参
照
。

（
４
）
　
戦
前
の
財
閥
コ
ン
ツ
エ
ル
ン
の
一
般
的
特
徴
と
し
て
、
こ
う
し
た
側

　
　
面
を
要
約
し
た
も
の
に
儀
我
壮
一
郎
『
現
代
日
本
の
独
占
企
業
』
（
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
　
（
七
八
一
）



（
５
）

（
６
）

（
７
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

ネ
ル
ヴ
７
書
房
、
一
九
六
八
）
七
八
－
八
一
頁
が
あ
る
。

　
山
田
盛
太
郎
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
ニ
ハ
六
頁
。

　
尾
城
太
郎
丸
『
日
本
中
ハ
エ
業
史
論
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
〇
）

二
四
頁
を
参
照
。

　
西
田
美
昭
、
松
元
宏
「
独
占
資
本
主
義
の
確
立
と
地
主
制
の
動
揺
」

（
講
座
日
本
史
、
第
７
巻
『
日
本
帝
国
主
義
の
崩
壊
』
東
大
出
版
会
、

一
九
七
一
、
所
収
）
四
七
－
八
八
頁
参
照
。

二
、
民
営
工
場
工
業
の
発
達
趨
勢

　
ま
ず
こ
の
項
で
は
、
対
象
と
す
る
時
期
の
資
本
制
工
場
工
業
の
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

を
、
工
業
資
本
・
民
営
工
場
総
体
の
数
的
把
握
に
よ
り
つ
つ
、
概
観
し

て
お
こ
う
。

　
〕
　
一
　
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
至
る
産
業
構
成
の
推
移
を
み
る
と

　
〔（
第
－
表
参
照
）
、
当
該
期
間
に
資
本
主
義
的
工
業
の
生
産
が
、
農
林
水

産
業
の
そ
れ
を
凌
駕
し
、
い
わ
ゆ
る
工
業
国
の
体
裁
を
整
え
る
に
い
た

る
こ
と
、
し
か
も
工
業
生
産
に
お
い
て
は
、
近
代
的
諸
部
門
を
代
表
す

る
工
場
工
業
が
飛
躍
的
に
発
展
し
、
在
来
的
諸
部
門
を
代
表
す
る
家
内

工
業
の
国
民
総
生
産
に
占
め
る
比
率
は
一
九
一
九
年
頃
を
頂
点
に
以
後
、

決
定
的
衰
退
が
は
じ
ま
る
こ
と
、
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
就
業
人
口
比
か
ら
み
れ
ば
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
お

レ
り
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４
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ユ
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３

１
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治
Ｇ

３
１
９
４
５
０
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７
，

１３
，

９

４

明

２
，

１

１

３

、

１

業
業
業
業
業

業

産

工
工

水

場
内

計

産

林

工
家

■

農
鉱
工
｛

一
六
〇

）％円万
ｏ
ｏＧ大増ひ額産生

１
」

男『Ｆ部業産表－第

　
全
　
は
　
業
　
工
　
の
　
年

　
１
４

　
１
９○
江
胤

鷺

旧
こ
・
５
到

り
５よ

慧ぱ

６
７
５
４

１
９
１
９

（
　
（

１
』
　
１
』

題
表
問
年
働
史
。

労
達
る

と
発
い

義
義
て

主
主
つ

本
本
な

資
資
と

本
本
％

日
日
８

『
『
弥

藤
持
で

兵
倉
年

．
　
．
　
９

　
　
１

林
崎
　
。

小
岡
％

．
　
．
　
４

谷
西
仏

隅
横
の

　
　
体

山
２注

（
七
八
二
）

い
て
も
農
業
就
業
者
は

全
体
の
四
七
％
（
林
業

　
・
漁
業
た
ど
を
合
せ
れ
ぱ

四
九
・
三
％
）
を
占
め
、

鉱
・
工
・
建
設
業
の
就

業
者
が
二
一
％
弱
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

う
状
態
か
ら
し
て
も
、

寄
生
地
主
制
の
支
配
す

　
る
農
業
の
目
本
経
済
に

占
め
る
比
重
は
昭
和
初

期
に
あ
っ
て
た
お
き
わ

　
め
て
大
で
あ
っ
た
。
し

　
か
し
そ
の
こ
と
か
ら
オ

　
ー
チ
ヤ
ー
ド
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
「
農
業
国
」
規
定
を
あ

　
た
え
る
の
で
は
、
こ
の

　
時
期
の
目
本
の
経
済
構

　
造
を
正
確
に
解
明
で
き

　
な
い
。
大
正
前
期
（
一



九
一
九
年
頃
）
ま
で
に
は
工
業
生
産
が
農
業
の
そ
れ
を
凌
駕
し
て
お
り
、

し
か
も
同
時
併
行
的
に
－
独
占
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
へ
と
日
本
経
済

が
再
編
成
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
こ
そ
第
一
義
的
に
追
求
し
で
、
ゆ
か
な
け

れ
ば
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
１
）
　
日
本
統
計
研
究
所
編
百
本
経
済
統
計
集
』
二
二
頁
。
１
３
表
に
よ
る
。

　
（
２
）
』
』
．
９
ｏ
ぎ
具
旨
混
目
、
己
。
冒
昌
邑
ｏ
勺
ｏ
。
り
三
〇
Ｐ
亭
ｏ
ワ
ｏ
。
・
〔
婁
ｏ
市

　
　
Ｈ
己
易
ま
巨
き
◎
Ｐ
－
８
９
経
済
情
勢
研
究
会
訳
、
『
日
本
工
業
論
」
（
叢

　
　
文
閣
、
一
九
三
六
年
）
一
五
六
－
七
頁
。

　
〕
　
二
　
で
は
、
こ
の
問
に
資
本
制
工
場
工
業
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を
へ

　
〔
て
発
展
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
景
気
変
動
の
消
長
を
つ
ら
ぬ
い
て
急
速
に
発
展
し
た
工
場
工
業
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

い
て
、
ま
ず
工
場
な
ら
び
に
工
業
労
働
者
総
数
の
動
き
を
べ
ー
ス
に
置

い
て
観
察
し
て
み
よ
ラ
。
第
２
表
は
職
工
一
〇
人
以
上
を
使
用
す
る
マ

ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
を
含
む
生
産
作
業
場
の
み
を
と
り
だ
し
て
、
そ
の

増
加
傾
向
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
民
営
工

場
工
業
の
発
展
煩
向
は
日
本
経
済
の
「
成
長
」
趨
勢
を
ほ
ぼ
近
似
的
に

反
映
し
て
い
て
、
そ
の
発
展
段
階
は
大
き
く
三
っ
の
時
期
に
区
分
す
る

こ
と
、
が
で
き
る
。

　
第
一
期
は
、
日
露
戦
争
か
ら
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
第
一
次
世
界

大
戦
勃
発
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。

　
　
　
　
独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

　
こ
の
一
〇
年
間
を
み
る
と
、
日
露
戦
争
後
の
一
九
〇
六
年
下
半
期
か

ら
〇
七
年
初
頭
に
か
け
て
の
企
業
勃
興
の
あ
と
、
一
九
〇
七
年
一
月
中

句
末
に
お
き
た
株
価
の
崩
落
を
転
機
に
貨
幣
恐
慌
が
進
展
し
、
同
年
ア

メ
リ
カ
に
端
を
発
し
た
世
界
恐
慌
の
波
及
と
と
も
に
下
半
期
か
ら
恐
慌

は
全
経
済
領
域
を
と
ら
え
、
農
業
危
機
を
醸
成
さ
せ
つ
つ
不
況
が
慢
性

　
　
　
　
　
（
１
）

化
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
は
一
九
一
〇
年
と
一
二
年
上
半
期
の
一
時
的

な
活
況
を
含
み
っ
っ
も
産
業
投
資
の
動
き
は
一
五
年
半
ぼ
ま
で
低
滞
傾

向
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
問
に
紡
績
ヵ
ル
テ
ル
の
独
占
組
織
と

し
て
の
確
立
、
軽
工
業
分
野
で
の
カ
ル
テ
ル
、
ト
ラ
ス
ト
の
族
生
が
み

ら
れ
、
独
占
的
資
本
閥
の
コ
ソ
ツ
ェ
ル
ン
形
態
へ
の
改
組
が
は
じ
ま

（
２
）

る
。　

こ
の
時
期
の
産
業
部
門
の
拡
張
は
、
電
気
、
鉄
道
、
海
運
、
ガ
ス
が

最
も
大
き
く
、
そ
の
資
本
増
加
寄
与
率
は
一
九
〇
八
－
一
四
年
を
と
っ

て
み
る
と
五
七
％
に
達
し
、
製
造
工
業
は
二
八
％
と
相
対
的
に
低
い
拡

張
率
で
あ
っ
た
（
後
出
、
第
４
表
参
照
）
。

　
そ
れ
を
反
映
し
て
工
場
、
労
働
者
と
も
に
総
数
の
動
き
は
第
２
表
を

み
る
と
ゆ
る
や
か
な
上
昇
線
を
描
い
て
い
る
。
し
か
し
一
九
〇
六
（
明

治
三
九
）
年
の
一
万
四
百
工
場
、
七
四
万
二
千
人
の
労
働
者
は
、
　
二
一

（
大
正
元
）
年
に
は
一
万
五
千
工
場
を
越
え
、
労
働
者
も
一
〇
〇
万
人
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
一
　
（
七
八
三
）
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７４８，０２２

６７５，４２１
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１
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１
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１
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８
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３
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３
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１
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ｏ
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０
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Ｏ

０
．

０１

１
６
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３
　
　
３

２
　
　
１

５
　
　
２

３
　
　
６

０
　
　
５

Ｌ
ＯＯ０１０

０
・

０１

）
３
〕
７
‘
（
４

３
　
　
７
‘

７
　
　
　
３

ｎ
６
　
　
　
１
１

７
‘
　
　
３

１
■
　
　
　
１
１
一

（
０

０
．

０１４６９，３
Ｆ
０

８
８
５４２１４３３，０１２６０，７１

ていつに年
１
４

９
，

９
０１）山覧通澱

一
一

黛
鵬
鴛
虹
除

お
～
て
　
を

導
麟
灘
鰍
一

一
濃
一

　
　
　
　
比

舳
篭
徽

鰐
舳
み

エ
ズ
始

肺
鴛
。
嫌

よ
し
て
る
電

表
用
れ
あ
ス

４
９
採
ま
で
ガ

第
を
含
数
は

一
六
二
　
（
七
八
四
）

上
を
数
え
る
よ
う
に
た
る
。
一
九
一

四
年
不
況
の
深
刻
さ
は
多
量
の
工
業

労
働
老
の
離
職
を
発
生
さ
せ
、
総
就

業
者
数
九
一
万
人
に
ま
で
滅
少
す
る

が
、
翌
一
五
年
と
と
も
に
第
一
次
大

戦
勃
発
当
初
の
経
済
不
況
が
強
く

工
場
工
業
へ
反
映
し
た
こ
と
を
物
語

る
。　

な
お
、
こ
の
時
期
の
最
大
の
特
徴

は
、
各
工
業
部
門
で
一
せ
い
に
機
械

化
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第

一
次
大
戦
前
の
工
業
構
成
を
あ
ら
か

じ
め
明
確
に
お
さ
え
て
お
く
た
め

に
、
こ
の
点
を
整
理
し
て
み
る
と
、

原
動
機
使
用
工
場
は
一
九
〇
四
－
一

四
年
の
一
〇
年
間
に
三
・
三
倍
、
工

業
動
力
馬
力
数
は
四
・
．
三
倍
に
増
加

し
、
そ
の
前
一
〇
カ
年
、
つ
ま
り
日

清
戦
争
の
は
じ
ま
る
一
八
九
四
（
明
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０
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０
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５
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０
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５
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動
工

　
、
用

■
椋
仲
数総

　
Ｏ

，
－
１

　
７
　
２

Ｏ
Ｏ
　
（
ｏ

ｉ
０
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０
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６９３
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９
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ヨ
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－
．
２
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－
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（
Ｏ
Ｏ

司
■
十

数

↓
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〕
１
■

｛
１
■
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ｏ
８
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五
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○
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Ｈ
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９３０２
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峯
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業
　
　
　
業

　
錬
等
工
船

工
青
　
　
具

　
＊
金
器

属
属
　
・

　
金
鋳
械
造

金
　
　
　
機

業
業

工学
化
窯

業工
糸
績
物
工

織紡

　
　
　
品
工

製
紡
織
料

　
　
　
食
雑

業気電
■

スガ
サ
…

　
０
　
６

．
．
－
■
ｒ
．

　
５
　
１
　
３，４

，

　
３
　
２
　
９

計総

　
，
準
　
た
数

　
頁
基
が
げ
の

　
８
１
類
干
掲
内

“
分
若
を
）

　
０
の
の
み

　
３
８
料
業
の
（

　
び
資
集
場
の

一
、
よ
同
採
工
中

　
お
は
物
の
計

　
表
類
鉱
上
総

４
７
分
　
以
一

　
第
門
ガ
人
む

　
部
お
１
０
合

皇
虹
椛

．
６
　
　
　
　
　
　
　
カ

３
　
。
さ
　
，
蔽
↓

　
～
表
用
に
車

６
２
附
採
確
水

３
号
が
正
，

出
３
３
業
，
で

励
第
練
ち
撤

蝋
鮪
纂

…
簑
ゑ
毒

』
査
中
場
計

皿
調
場
工
集

吏
、
．
、
、
工
５
５
は

業
室
別
’
数

産
査
特
９
力

『
調
は
は
馬

雄
済
字
場
の

敏
経
数
工
機

島
部
の
用
動

古
学
業
度
原

　
，
済
工
機
の

は
経
属
動
年

て
学
金
原
１
４

い
大
の
の
と

つ
屋
年
年
年

．
に
古
０
４
０
９
０
４

年
名
１
９
１
９
１
９

０
４
　
，

１
９
は
山
２
－
３
－

料
　
注

資

独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

治
二
七
）
年
か
ら
一
九
〇
四
（
明
治
三

七
）
年
ま
で
の
原
動
機
使
用
工
場
一

・
七
倍
増
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
拡
大

テ
ン
ポ
で
あ
っ
た
。

ザ
エ
業
構
成
を
一
岱
す
る
と
（
第
３

表
参
照
）
、
一
九
〇
四
年
頃
、
す
で
に

巨
大
資
本
の
生
産
支
配
が
確
立
し
て

い
た
紡
績
で
は
、
一
九
一
四
年
の
一

〇
〇
〇
人
規
模
以
上
工
場
八
五
の
う

ち
四
五
工
場
を
数
え
る
こ
と
、
ま
た

こ
の
問
に
製
糸
・
織
物
の
機
械
制
工

場
の
著
し
い
増
加
な
ら
び
に
大
経
営

の
大
量
出
現
を
み
る
こ
と
、
が
ま
ず

確
め
ら
れ
る
。

　
他
方
、
金
属
工
業
は
一
九
〇
九
年

以
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
大
経
営
工

場
の
建
設
が
本
格
化
す
る
に
す
ぎ
な

い
。
四
つ
の
造
船
大
経
営
が
存
在
し

た
機
械
器
具
工
業
で
は
一
九
〇
四
年

一
六
三
　
（
七
八
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

の
職
工
四
万
三
千
か
ら
一
四
年
の
六
万
八
千
人
へ
と
増
加
し
、
原
動
機

馬
力
数
で
は
こ
の
問
に
一
八
、
七
〇
〇
馬
力
か
ら
六
四
、
三
〇
〇
馬
カ

ヘ
と
三
・
四
倍
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
五
〇
〇
人
規
模
以

上
の
工
場
は
一
四
年
に
二
〇
工
場
を
数
え
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、

技
術
的
内
容
か
ら
す
れ
ぼ
機
関
・
汽
罐
を
自
給
し
う
る
に
い
た
っ
た
に
、

　
　
　
（
３
）

す
ぎ
な
い
。

　
化
学
・
窯
業
の
生
産
作
業
場
は
、
な
か
で
も
著
し
い
増
加
を
示
し
、

機
械
制
工
場
の
族
生
は
こ
の
時
期
に
入
っ
て
か
ら
始
ま
る
。
ま
た
伝
統

的
な
生
産
様
式
を
多
く
も
つ
食
料
品
工
業
に
お
い
て
も
一
四
年
に
は

一
、
一
〇
九
の
原
動
機
使
用
工
場
を
数
え
、
動
力
化
率
は
四
二
劣
に
達

し
て
い
る
。

　
っ
ま
り
こ
こ
で
は
、
資
本
制
工
場
工
業
が
諸
部
門
で
不
揃
い
で
は
あ

る
が
並
ん
で
発
展
し
て
き
た
こ
と
が
確
め
ら
れ
、
こ
れ
が
第
一
次
大
戦

に
さ
い
し
て
生
産
力
、
輸
出
力
を
に
わ
か
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
基

礎
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
期
は
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
よ
り
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
…
昭

和
恐
慌
ま
で
の
一
六
年
間
で
あ
り
、
本
報
告
の
主
た
分
析
対
象
は
こ
の

時
期
に
お
か
れ
る
。

　
も
と
よ
り
目
本
資
本
主
義
の
発
展
を
考
え
る
場
合
に
は
、
こ
の
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四
　
（
七
八
六
）

を
第
一
次
大
戦
に
よ
る
内
外
需
の
新
た
た
拡
大
に
伴
う
全
工
業
分
野
の

躍
進
期
（
一
五
－
一
九
年
）
、
　
一
九
二
〇
年
反
動
恐
慌
と
そ
の
後
の
深
い

不
況
過
程
が
そ
の
矛
盾
を
露
呈
す
る
金
融
恐
慌
直
前
ま
で
の
時
期
（
二

〇
１
二
六
年
）
な
ら
び
に
金
融
恐
慌
か
ら
昭
和
恐
慌
に
か
け
て
の
独
占

資
本
に
よ
る
弱
少
資
本
の
徹
底
的
な
整
理
期
（
二
七
－
三
〇
年
）
と
の
小

段
を
考
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
し
第
２
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
第
一
次
大
戦
に
。
よ
っ
て
躍
進
し
た
目
本
資
本
主
義
の
構
造
矛
盾
を
直

接
的
に
具
現
す
る
民
営
工
場
工
業
の
発
展
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
長
い

逓
増
傾
向
を
含
ん
だ
う
ね
り
を
金
融
恐
慌
１
．
昭
和
恐
慌
期
（
二
七
－
三
〇

年
の
四
カ
年
問
）
で
区
切
り
、
構
造
矛
盾
の
露
呈
と
と
も
に
工
業
編
成

上
の
変
化
１
－
本
格
的
な
軍
事
経
済
化
に
と
も
な
う
再
編
を
う
け
る
の
で

あ
り
、
長
期
の
発
達
趨
勢
を
一
括
し
て
検
討
し
て
ゆ
く
意
義
は
十
分
に

存
在
す
る
。

　
実
際
に
こ
の
期
間
に
お
い
て
重
化
学
工
業
は
国
内
自
給
へ
の
足
場
を

確
立
し
、
都
市
労
働
老
の
大
量
創
出
と
資
本
・
賃
労
働
の
対
抗
関
係
が

激
化
す
る
と
同
時
に
、
大
戦
期
の
資
本
蓄
積
を
テ
コ
と
し
た
二
〇
年
反

動
恐
慌
後
の
独
占
資
本
の
確
立
（
一
九
二
一
年
頃
ま
で
に
は
八
大
財
閥
の
コ

ン
ツ
ェ
ル
ン
形
態
へ
の
再
編
た
い
し
中
枢
部
確
立
）
な
ら
び
に
地
主
制
農
業

の
は
げ
し
い
動
揺
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
目
本
の
「
農
業
圃
」
か
ら
「
工
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９
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８
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ユ
９
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０

５
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８
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２
９
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６ー
ユ
９

５
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４
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１
９
２

１
４
己

一
本

８
６

ユ
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業
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紡
属
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船
機
石
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料
紙
材
刷
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築
ス
カ
輸
道
運
庫

計

融
金
険
社
ス
産
業

計

計

建

Ｌ
朝

貸

●

●

会
ビ

木

道

行

動

全

－

鉄
水

土
ガ
電
運

＼
一

銀

倉

金

保
保
サ
不
商
、
一

公
心
系

成作りよ表
１
５

３
　
ｏ

第
る，よ

表
に

１
３
計一
統

３
杜
第
会
』
の
環
』
循
表
気
計
景
統
の
務
本
商
日
農

『
＾
　
＾
『
一

郎
，
三
は
正
料
野
資
藤
原渤

独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

一
六
五
　
（
七
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

業
国
」
へ
の
脱
皮
は
こ
の
時
期
に
は
た
さ
れ
た
と
い
え
る
。
具
体
的
に

こ
の
過
程
を
追
っ
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
一
九
一
四
年
か
ら
大
戦
期
を
へ
て
産
業
投
資
が
大
き
く
減
少

す
る
反
動
恐
慌
後
の
一
九
二
一
年
ま
で
を
と
っ
て
、
生
産
部
門
に
お
げ

る
法
人
企
業
資
本
の
拡
張
を
み
る
と
、
電
カ
、
鉄
道
、
水
運
の
拡
張
は

い
ぜ
ん
高
い
が
、
資
本
増
加
寄
与
率
の
五
五
％
ま
で
が
製
造
工
業
で
あ

り
、
鉱
業
は
二
一
％
を
占
め
、
ま
た
製
造
工
業
の
う
ち
で
金
属
、
機

械
、
窯
業
、
化
学
の
四
部
門
だ
け
で
二
六
・
五
％
に
達
し
て
い
た
（
第

４
表
参
照
）
。
鉱
業
、
重
化
学
工
業
四
部
門
を
合
計
す
れ
ぱ
三
八
％
余
の

寄
与
率
と
な
る
。
一
五
年
か
ら
戦
後
反
動
恐
慌
ま
で
の
重
化
学
工
業
の

発
展
は
き
わ
め
て
大
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
産
業
発
展
は

鉱
工
業
の
拡
張
に
色
ど
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
民
営
工
場
と
工
業
労
働
者
の
増
加
も
こ
う
し
た
拡
張
を
反
映
し
て
史

上
も
っ
と
も
急
速
な
拡
大
を
と
げ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
の
一
九

一
八
（
大
正
七
）
年
は
、
工
場
数
二
万
二
千
、
労
働
者
は
一
五
〇
万
五
千

人
と
な
り
、
　
一
四
年
に
比
べ
れ
ば
、
原
動
機
使
用
工
場
は
一
・
五
倍

増
、
男
子
職
工
は
二
倍
余
増
の
六
四
万
六
千
人
、
典
の
他
の
従
業
員
を

含
め
た
男
子
労
働
者
の
全
工
業
労
働
老
比
は
三
九
老
か
ら
四
八
％
に
上

昇
し
、
以
後
一
九
三
二
年
に
男
子
比
が
五
〇
岩
を
越
え
る
ま
で
の
最
高

一
六
六
　
（
七
八
八
）

の
比
率
と
た
る
。

　
一
九
二
〇
年
恐
慌
の
年
は
、
工
場
工
業
へ
の
打
撃
も
大
き
く
、
職
工

一
〇
人
以
上
の
生
産
作
業
場
は
一
万
五
千
工
場
に
ま
で
減
少
し
た
。
し

か
し
そ
の
労
働
者
一
六
一
万
人
は
一
八
年
よ
り
さ
ら
に
一
一
万
多
い
数

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
全
製
造
業
就
業
者
の
三
六
％
に
あ
た
り
、
同
都

門
に
。
従
事
す
る
他
の
六
四
劣
は
職
工
九
人
以
下
の
零
細
工
場
を
含
め
た

家
内
工
業
者
等
で
あ
る
。
同
年
に
は
第
一
回
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
て

い
る
の
で
全
就
業
人
口
の
な
か
に
こ
の
一
六
一
万
人
を
位
置
づ
げ
て
み

る
と
、
全
就
業
者
の
わ
ず
か
六
％
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
農
林

水
産
業
の
就
業
人
口
の
二
％
余
で
あ
る
。
つ
ま
り
工
業
生
産
の
発
展

は
、
大
正
中
頃
に
い
た
っ
て
全
就
業
者
の
わ
ず
か
六
％
ほ
ど
の
工
業
労

働
者
が
国
民
総
生
産
の
四
割
近
く
を
生
産
す
る
段
階
に
い
た
っ
た
の
で

あ
る
。

　
一
九
二
〇
年
の
反
動
恐
慌
に
は
じ
ま
り
三
〇
年
の
昭
和
恐
慌
に
到
る

一
〇
ヵ
年
の
工
場
、
労
働
者
総
数
の
動
き
は
、
と
も
に
逓
増
的
で
あ

る
。
　
一
九
二
〇
年
か
ら
二
九
年
末
ま
で
の
工
場
は
三
千
の
増
加
で
あ

り
、
工
業
労
働
者
は
一
六
万
二
千
人
増
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
問
の
民
営

工
業
の
動
き
を
多
少
立
入
っ
て
み
て
み
よ
う
。

　
一
九
二
一
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
の
法
人
企
業
自
已
資
本
の
増
加
を
一
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』
る
環
よ
循
に
気
』
景
表
の
計
本
統
日
社
『
会

郎
『
三
は
正
料
野
資
藤
原

）注

独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

括
し
て
表
示
す
れ
ば
第
５
表
の
よ
う
に
な

る
。
こ
の
九
カ
年
に
生
産
部
門
の
自
己
資

本
増
加
額
は
三
〇
億
三
四
〇
〇
万
円
で
、

第
一
次
大
戦
を
含
む
一
九
一
四
－
二
一
年

の
七
カ
年
に
増
加
し
た
四
九
億
五
、
五
〇

〇
万
円
に
く
ら
べ
れ
ぼ
そ
の
三
分
の
一
弱

に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
う
ち
続
く
恐
慌
に

よ
る
減
資
、
解
散
と
新
た
な
増
資
、
新
設

と
の
め
ま
ぐ
る
し
い
資
本
移
動
の
な
か
に

強
力
な
資
本
集
中
が
進
行
し
た
過
程
を
反

映
し
て
い
る
。
こ
の
問
、
拡
張
の
著
し
い

部
門
は
電
力
、
製
造
工
業
、
鉄
道
・
軌
道

の
三
部
門
で
あ
る
。
自
己
資
本
増
加
寄
与

率
二
九
％
弱
を
占
め
る
製
造
工
業
を
み
る

と
、
表
に
は
出
て
い
な
い
が
生
糸
は
寄
与

率
一
・
四
四
％
と
大
戦
期
と
比
べ
て
相
対

的
に
低
く
な
り
、
織
物
は
自
己
資
本
の
絶

対
的
な
減
少
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
綿
紡

は
四
・
七
％
、
食
料
品
が
八
・
三
％
と
依

　
　
一
六
七
　
（
七
八
九
）



勢趨達発の業工の後戦大次－第表６第

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

働
り
額

労
当
本

－
者
資

場
労
数

工
り
者

－
当
働

当
額
場
本
工
資

１
１
ｈ
ノ

　
）

生
数
商

業
指
高

工
産
名

　
（）数指（

労
数
業
者
工
働）数指（数場工

杜
に
る

会
本
め

総
資
占
比
）数指（

資
額
込
金
払
本

円
７

　
０
．

８

０
・

螂
”２
２
。

４

２
・

蝸一
６

一
２
．

７

２
．

”３
３
．

一
５

一
３
。

４

３
・

２

３
・

い

人
３

　
５
３

６

４
．

６

３

５
・

６

５

０
．

６

３

８
・

６

９

７
・

６

２

９
・

６

一
６

一
８
．
一
６

３

７
・

６

４

４
．

６

３

８
．

５

一
－

一
７
・
一
５

０

６
．

５

４

６
・

５

７

６
．

５

円
７

千
９
・

３

７

３
一

５

４

７
・

８

７

５
一

２１

９

２
・

５１

８

４
．

１
６

７

４
・

１
７

一
６

一
９
・

一
１
７

１

２
．

８１

２

７
一

８！

３

５
一

９１

一
６

一
２
・

一
２
０

１

３
．

９１

７

１
一

８１

０

６
・

７１

０

０
・

０１

３

１
一

３２

７

４
・

８４

４

８
・

６３

８

４
・

０４

２

０
．

５４

７

２
・

８４

一
６

一
４
・
一
６
一
４

５

０
．

０５

５

９
・

３５

９
一
７

２
・
一
８
・

４
２
一
３
６

４

１
一

２４

６

１
一

６６

９

０
．

６８

）
　
）
　
）
　
）

０
　
９
　
１
　
８

０
　
４
　
７
　
６

１
■
　
　
１
１
一
　
１
■
一
　
１
■

人
１
（
６
（
８
（
５
（

千
１
５
５
３

　
９
　
ｏ
ｏ
　
５
　
　
５

　
　
１
■
　
　
１
■
　
　
１
↓

）３８１（９６６１

）６８１（７９６
，１ ）

　
一
　
）

ｏ
〇
　
一
　
５

０
）
　
一
　
〇
）

１
・
一
　
一
　
１
１

（
　
　
　
（

ｎ
６
　
　
　
（
５

＾
０
　
　
　
７
‘

７
‘
　
　
　
７
‘

１
　
一
１

）８９１（６０８
，１ ２

９
）
一
５
）

８
　
６
　
一
６

１
人
　
－
　
一
　
１

（
　
（
　
一
（

０
　
８

（
ｚ
　
　
ｏ
０

７
’
　
一
Ｌ
０

１
・
一
　
１
↓
　
一
　
１

）２７１（８６５
，１

）６１２（２７９
，１

）３６２（９９３２

）Ｏ０１（２６０
，７１

）３２１（６６９０２

）０４１（１３８
，３２

）９４１（５６３５２

）３４１（７２４４２

）６４１（９７９
，４２

）
　
一
）

４
９
一
５
１

Ｇ
一
Ｇ

３
２
一
４
４

メ
一
“

２
５
一
２
５

）７５１（２３８
，６２

）６５ユ（Ｏ０７
，６２
）
一
）

５
４
一
５
４

Ｇ
一
Ｑ

５
８
一
９
４

３
一
ノ

２
６
一
２
６

）４６１（６６９
，７２

）４０２（７０９
，４３

）８４２（９０３
，２４

％
ポ

　
ー
一

３
ホ

８

３
・

３
＊

３

２
・

３

２

３
・

３

６

４
・

３

６

４
．

３

５
一
０

６
．
一
７
．

３
　
一
３

５

７
・

３

６

６
・

３

４
一
１

７
．
一
８
・

３
　
一
３

４

８
・

３

７

０
・

４

８

２
．

４

０
）

円
１
０
万
（

百
７
９
　
６

）６６１（７２１
，１

）７０３（５８０
，２

）０７４（９８１３

）０５５（６３７
，３

）７０６（９１１
，４

）
　
一
）

５
　
．
　
４

５
　
一
　
８

¢
一
¢

４
５
一
４
４

バ
一
｛

４
　
一
４

）０２７（７８８４

）６３７（９９９
，４
）
一
）

８
　
　
一
　
［
ｏ

Ｆ
〇
　
　
一
　
〇
０

７
‘
　
一
　
７
．

（
　
一
（

８
　
一
９

４
　
一
２

ユ
　
一
３

５
　
一
５

）６９７（３０４
，５

）４３９（４４３
，６

）７９０
，１（８４４

，７

）
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）

　
　
　
　
０
　
　
２
　
　
ｏ
ｏ

３
　
６
　
８
　
１
　
１
　
１

大
大
大
大
大
大

（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（

４
　
７
　
９
　
１
　
３
　
４

１
－
一
　
１
・
一
　
１
・
一
　
ｎ
Ｚ
　
　
ｎ
６
　
ｎ
Ｚ

９１

１
）
一
２
）

岬
昭

２
６
一
凧

）３昭
８
（２

）４昭
９
（２

５
）
一
６
）

昭
一
個

０
（
、

３
一
３
１

）７昭
２
（３

）９昭
４
（３

）ｕ昭
６
（３

を
　
　
』

額
　
表

本
　
計

資
　
統

の
　
場

杜
　
圧

会
　
　
を

業
　
　
数

休
　
　
た

は
　
　
し

て
　
計

い
　
合

つ
　
　
を
　
　
た

に
　
員
　
げ

年
　
業
　
掲

１
９
　
　
従
　
　
を

～
　
の
　
値

１
４
　
他
　
数

１
９
　
　
の
　
　
の

お
　
　
そ
　
年

な
　
　
と
　
　
各

ホ
　
　
数
　
　
は

。
　
工
　
年

書
　
職
　
３
２

報
　
　
は
　
　
～

年
　
者
　
　
２
６

計
　
働
　
１
９

統
　
　
労
　
　
め

局
　
　
業
　
　
た

税
　
　
工
　
　
る

主
　
　
，
　
す

省
　
　
場
　
　
跡

蔵
　
　
工
　
追

大
。
の
　
　
に

は
ず
上
　
細

額
ま
以
　
詳

本
含
人
　
を

資
は
１
０
　
　
化

込
降
工
　
変

拡
以
職
　
　
の

社
年
は
。
代

会
２
１
数
出
年

業
。
場
算
２
０

工
む
工
り
１
９

　
含
　
　
よ
：

１
）
　
　
２
）
　
　
考

注
　
　
　
　
備

　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八
　
（
七
九
〇
）

然
と
し
て
高
い
拡
張
テ
ン
ポ
に
あ
り
、
ま
た
資
本
の
部
門

構
成
か
ら
み
て
、
こ
の
時
期
は
な
お
軽
工
業
資
本
が
支
配

的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
重
化
学
工
業
で
は
金
属
、
機
械
、

化
学
、
窯
業
の
四
部
門
で
一
六
・
八
％
（
こ
の
前
七
カ
年
に

は
二
六
・
五
％
）
の
寄
与
率
と
、
む
し
ろ
低
下
し
た
。
そ

の
な
か
に
あ
っ
て
電
気
機
器
な
ら
び
に
セ
メ
ソ
ト
、
石
灰
、

肥
料
、
製
紙
、
人
絹
が
高
い
拡
張
テ
ソ
ポ
に
あ
る
の
は
、

電
気
工
業
、
化
学
工
業
の
本
格
的
な
拡
張
期
に
。
入
っ
た
こ

と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
　
こ
の
時
期
の
特
徴
と
し
て
保
全
会
杜
の
自
已

資
本
の
著
し
い
増
加
を
指
摘
し
て
お
か
な
げ
れ
ぱ
た
ら
た

い
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
持
株
会
杜
を
さ
す
も
の
で
一
九
三

〇
年
時
に
お
け
る
全
自
己
資
本
増
加
額
の
二
二
％
ま
で

が
、
当
時
六
二
〇
杜
を
数
え
る
保
全
会
杜
資
本
に
よ
る
も

　
　
　
　
（
４
）

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
財
閥
系
資
本
の
巨
大
な
蓄
積
と
資

本
集
中
を
強
く
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
正
中
期
か
ら

昭
和
恐
慌
ま
で
の
独
占
資
本
の
確
立
過
程
の
特
徴
を
法
人

企
業
資
本
の
・
）
え
に
集
中
的
に
表
現
す
る
も
の
で
も
あ
っ

た
。
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大

関
線
拡

相
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産

の
し
生

と
示
業

率
図
工

加
を
（

増
）
関

額
係
相

本
関
の

資
関
と

り
相
率

当
大
加
。

者
増
増
線

働
の
産
）

労
額
生
た

と
備
業
せ

率
装
工
さ

加
本
と
映

増
資
率
反

。
額
り
加
を

成
本
当
増
と

作
資
人
者
向

り
り
１
働
傾

よ
当
者
労
の

表
場
働
業
大

６
工
労
工
増

第
一
と
一
性

　
Ａ
　
　
Ｂ

）注

独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

　
一
九
二
〇
年
恐
慌
後
の
工
業
の
発
展
過
程
を
年
を
お
っ
て

み
た
も
の
が
第
６
表
で
あ
る
。
工
業
資
本
は
二
一
（
大
正
一

〇
）
年
で
総
会
杜
資
本
に
占
め
る
比
重
三
三
劣
に
達
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
の
拡
張
で
そ
の
比
重
は
二
七
（
昭
和
二
）
年
に

三
七
％
、
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
は
三
八
％
と
な
る
。
資
本
の

著
し
い
拡
張
に
対
し
て
工
場
数
は
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
そ

れ
ほ
ど
の
増
加
を
示
さ
ず
、
二
一
－
二
一
二
年
の
は
げ
し
い
減

少
を
回
復
し
て
二
六
年
に
よ
う
や
く
二
一
年
水
準
に
戻
り
、

二
八
年
ま
で
増
加
し
た
も
の
が
ふ
た
た
び
二
九
年
か
ら
絶
対

的
に
減
少
す
る
と
い
う
変
化
を
示
し
て
い
る
。
工
業
生
産
指

数
に
お
い
て
も
二
一
－
二
六
年
の
上
昇
と
二
七
年
以
降
の
複

雑
な
増
減
、
変
動
を
へ
て
三
一
年
に
は
二
一
年
水
準
に
ま
で

い
ち
ど
、
低
下
す
る
。

　
こ
の
問
の
一
工
場
当
り
平
均
資
本
額
の
増
加
と
工
業
労
働

者
一
人
当
り
資
本
装
備
額
の
増
加
と
の
相
関
関
係
を
追
っ
て

み
る
と
第
－
図
の
よ
う
に
な
る
。
両
老
が
同
じ
テ
ン
ポ
で
増

加
す
れ
ぼ
四
五
度
線
の
う
え
に
点
が
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
と

こ
ろ
が
二
一
年
か
ら
二
六
年
ま
で
は
一
工
場
当
り
平
均
資
本

額
の
方
が
は
る
か
に
速
い
テ
ン
ポ
で
増
加
し
て
い
る
。
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九
　
（
七
九
一
）



　
　
　
　
立
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五
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合
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号
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り
民
営
工
業
の
労
働
者
一
人
当
り
資
本
装
備
額
が
一
九
一
七
－
二
一

年
ま
で
は
急
速
に
高
ま
っ
た
あ
と
二
一
年
か
ら
二
六
年
ま
で
は
そ
の

う
え
に
立
っ
て
一
工
場
当
り
平
均
資
本
規
模
の
著
し
い
拡
大
が
先
行

し
、
大
経
営
工
場
の
生
産
支
配
、
中
小
経
営
の
切
り
す
て
が
進
行
す
る

の
で
あ
る
。
二
七
年
以
後
は
三
〇
年
ま
で
、
再
び
労
働
者
一
人
当
り
資

本
装
備
額
の
増
加
テ
ン
ポ
が
遼
ま
り
金
融
恐
慌
か
ら
昭
和
恐
慌
期
に
一

層
の
合
理
化
が
先
行
す
る
か
た
ち
で
大
経
営
の
生
産
支
配
が
な
し
と
げ

ら
れ
て
ゆ
く
姿
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
意
味
で
は
一
九
二

〇
年
反
動
恐
慌
後
の
民
営
工
業
の
発
展
は
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
頃
を

画
期
に
そ
の
前
後
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
－
図
Ｂ
線
に
示
さ
れ
る
こ
の
時
期
の
工
業
生
産
指
数
の
は
げ
し
い

増
減
過
程
を
つ
ら
ぬ
い
て
、
資
本
制
工
場
工
業
は
大
経
営
の
生
産
支
配

を
強
め
る
方
向
で
発
展
し
た
。
そ
れ
が
昭
和
恐
慌
頃
ま
で
を
ひ
と
つ
の

区
切
り
と
し
て
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
か
ら
は
新
ら
し
い
傾
向
を
示

す
よ
う
に
た
る
。
つ
ま
り
一
工
場
当
り
平
均
資
本
額
と
工
業
労
働
者
一

人
当
り
資
本
装
傭
額
の
増
減
テ
ン
ポ
が
平
行
す
る
よ
う
に
た
り
、
三
二

年
か
ら
の
ち
は
中
小
経
営
の
工
場
が
新
た
に
急
増
し
て
く
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
相
関
を
示
す
点
は
四
五
度
線
に
そ
っ
て
下
降
す
る
よ
う
に
な

る
。
民
営
工
業
の
発
展
の
第
三
期
は
、
か
か
る
変
化
を
ひ
と
つ
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
　
（
七
九
二
）

と
し
て
含
み
つ
つ
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
期
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
以
降
の
新
た
な
工
場
工
業
の
発

展
期
で
あ
る
。
昭
和
恐
慌
後
の
不
況
の
底
を
な
す
一
九
三
一
年
は
、
満

州
事
変
が
勃
発
し
、
金
輸
出
再
禁
止
と
重
要
産
業
統
制
法
の
公
布
な
ど

日
本
経
済
の
軍
事
化
と
国
家
に
、
よ
る
経
済
統
制
の
発
端
を
な
し
た
年
で

あ
っ
た
。

　
重
工
業
・
化
学
工
業
は
、
こ
れ
以
降
都
門
構
成
比
を
高
め
、
一
九
三

〇
年
に
は
三
八
・
二
％
を
占
め
て
い
た
金
属
、
機
械
器
具
、
化
学
、
窯

業
四
部
門
の
生
産
額
構
成
比
は
日
本
製
鉄
が
設
立
さ
れ
た
翌
三
五
（
昭

和
一
〇
）
年
に
は
事
業
別
生
産
額
構
成
で
み
れ
ぱ
五
〇
・
三
％
に
達
し

（
５
）
た
。
日
本
資
本
主
義
の
重
化
学
工
業
段
階
へ
の
転
化
は
ま
さ
し
く
満
州

事
変
か
ら
目
本
製
鉄
設
立
、
　
日
満
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
の
彩
成
（
一
九
三
四

年
）
を
へ
て
、
そ
の
諸
条
件
が
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
日
露
戦
争
後
の
恐
慌
と
そ
の
後
の
経
済
過
程
つ
い
て
は
、
恐
慌
史
の

　
　
　
視
角
か
ら
．
長
岡
新
吉
『
明
治
恐
慌
吏
序
説
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
　
一

　
　
　
九
七
一
）
一
九
九
頁
以
下
が
詳
し
い
。

　
（
２
）
　
一
九
〇
七
年
恐
慌
以
降
の
不
況
過
程
で
目
立
つ
の
は
カ
ル
テ
ル
と
ト

　
　
　
ラ
ス
ト
の
形
成
で
あ
る
。
大
日
本
紡
績
連
合
会
が
巨
大
紡
績
資
本
の
カ

　
　
　
ル
テ
ル
組
織
に
転
換
す
る
の
も
こ
の
過
程
で
あ
り
、
一
九
一
四
（
大
正

　
　
　
三
）
年
末
で
、
資
本
金
五
百
万
円
以
上
の
上
位
三
社
の
純
益
金
は
、
同

　
　
　
業
種
三
〇
社
の
純
益
金
中
、
五
五
％
を
占
め
、
綿
糸
生
産
高
は
全
体
の



四
五
．
七
％
に
達
し
て
い
た
（
大
蔵
省
現
財
局
『
金
融
事
情
参
考
書
』

〈
一
九
一
五
年
版
Ｖ
）
。
〇
六
年
に
は
二
大
内
地
精
製
糖
資
本
の
合
併
に

よ
り
大
日
本
製
糖
（
ト
ラ
ス
ト
）
が
生
ま
れ
、
ま
た
一
〇
年
に
は
台
湾
糖

業
連
合
会
（
カ
ル
テ
ル
）
が
結
成
さ
れ
る
。
製
麻
業
で
は
○
八
年
に
帝

国
製
麻
（
ト
ラ
ス
ト
）
が
設
立
さ
れ
、
同
年
に
ぽ
人
造
肥
料
連
合
会

（
カ
ル
テ
ル
）
も
出
現
し
、
の
ち
一
〇
年
に
大
日
本
人
造
肥
料
（
ト
ラ

ス
ト
）
の
設
立
を
み
る
。
製
紙
業
で
は
、
王
子
製
紙
、
富
士
製
紙
を
中

心
に
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
共
同
洋
紙
合
資
を
設
立
し
、
共
同

販
売
機
構
（
カ
ル
テ
ル
）
の
強
化
を
は
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
独
占

組
織
は
持
続
性
に
乏
し
い
も
の
が
多
く
、
紡
績
連
合
会
を
除
い
て
は
、

大
戦
期
の
好
況
と
と
も
に
弱
体
化
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
カ
ル
テ
ル
の
籏

生
、
こ
と
に
綿
紡
績
カ
ル
テ
ル
の
確
立
は
こ
の
時
期
に
独
占
資
本
主
義

段
階
へ
の
移
行
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
こ
の
時
期
の
私
的
独
占
の
形
成
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
は
、

独
占
的
資
本
閥
が
コ
ン
ツ
エ
ル
ン
形
態
を
と
り
は
じ
め
る
こ
と
で
あ
る
。

も
と
よ
り
こ
の
過
程
で
銀
行
資
本
の
集
中
集
稜
と
社
債
発
行
を
通
じ
て

の
産
業
企
業
と
銀
行
と
の
融
合
が
進
む
。
三
菱
が
一
九
〇
八
（
明
冶
四

一
）
年
に
事
業
別
の
独
立
採
算
制
を
採
用
し
、
企
業
管
理
の
合
理
化
を

は
か
る
の
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
翌
〇
九
年
に
は
三
井
合
名
の
設
立
、

一
一
年
に
は
大
倉
（
合
名
会
社
大
倉
組
）
、
二
一
年
に
は
安
田
（
安
田
保

善
社
）
と
コ
ン
ツ
エ
ル
ン
ヘ
の
改
組
が
行
な
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
不
況

へ
の
対
応
と
い
う
色
彩
を
含
ん
で
の
改
組
で
は
あ
る
が
、
財
閥
経
営
の

多
角
化
と
、
重
化
学
工
業
へ
の
遊
出
な
ど
傘
下
事
業
の
急
膨
脹
に
基
づ

く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
第
一
次
大
戦
期
の
好
況
に
一
層
の
資
本
集

中
を
強
め
る
礎
石
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。

独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

（
３
）
生
産
調
査
会
『
本
邦
主
要
工
業
概
観
』
　
（
一
九
二
年
）
三
六
〇
１

　
　
六
二
頁
で
は
、
一
九
一
〇
年
の
機
械
工
業
の
状
況
に
つ
い
て
、
「
現
時

　
　
機
械
類
製
作
ヲ
宮
ム
私
立
工
場
中
其
ノ
規
模
大
ニ
シ
テ
設
備
ノ
完
全
ナ

　
　
ル
モ
ノ
ハ
数
ケ
所
ノ
造
船
工
場
電
気
機
械
類
製
作
工
場
数
ノ
外
見
ル
ニ

　
　
足
ル
モ
ノ
少
シ
。
造
船
工
場
二
於
テ
ハ
造
船
奨
励
法
ノ
下
二
能
ク
新
式

　
　
ノ
大
型
機
関
ヲ
製
作
シ
其
ノ
成
績
佳
良
ナ
リ
。
造
船
工
場
以
外
二
於
テ

　
　
ハ
需
要
ノ
大
ナ
ル
電
気
機
械
汽
罐
等
ハ
相
当
製
造
セ
ラ
ル
ル
モ
大
型
ノ

　
　
機
関
、
卿
箱
等
ノ
如
ク
需
要
少
キ
モ
ノ
又
ハ
精
激
ナ
ル
紡
績
機
械
若
ハ

　
　
エ
具
機
械
ノ
如
キ
ハ
未
ダ
製
作
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
。
…
…
」
と

　
　
記
し
て
い
る
。

（
４
）
藤
野
正
三
郎
『
日
本
の
景
気
循
環
』
（
動
草
書
房
、
　
一
九
六
五
）
八

　
　
一
頁
）
に
若
干
の
指
摘
が
あ
る
。

（
５
）
　
『
工
場
統
計
表
』
に
掲
げ
て
あ
る
生
産
額
に
は
「
晶
目
別
」
と
「
主

　
　
要
事
業
別
」
の
両
者
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
後
者
に
よ
っ
た
。
こ
れ
に
よ

　
　
る
と
「
加
工
．
修
理
料
」
は
各
産
業
に
振
ク
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
　
「
品

　
　
目
別
」
生
産
一
領
の
よ
う
に
「
加
工
・
修
理
料
」
た
る
別
項
目
を
構
成
し

　
　
な
い
。

　
〕
　
三
　
以
上
、
昭
和
恐
慌
以
前
の
民
営
工
業
資
本
な
ら
び
に
工
場
工
業

　
〔
の
一
般
的
な
発
達
を
概
観
し
、
発
展
過
程
に
み
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
画

期
を
た
し
か
め
て
き
た
。
こ
と
に
第
一
次
大
戦
に
ょ
る
著
し
い
工
業
の

躍
進
は
戦
後
反
動
恐
慌
後
の
一
〇
年
以
上
に
お
よ
ぶ
不
況
過
程
で
大
経

営
に
よ
る
生
産
支
配
を
つ
よ
め
、
独
占
資
本
の
確
立
に
と
も
な
う
い
く

一
七
，
一
　
（
七
九
三
）



立
命
館
経
済
学

（
第
一
一
十
巻
・

第
五

・
六
合
併
号
）

七
二
　
（
七
九
四
）

隷
べ
洲

Ｈ
鮪
洋
“
９
（
轟
Ｈ
欝
議
爵

（
宕
８
～
。
。
べ
辛
）

〔
Ｈ
〕

「
Ｈ
鮪
」

蝉
訴
片
９
繋
Ｈ
欝
◎
畦
購
出
一
垂
吟

暴
Ｈ
切
＞
逗
ト
ｅ
「
Ｈ
鯖
」

戸
ｏ
ラ
ベ

一

曽
　
簿

望
　
董

巾
　
（
浪
）

胡
誉
譲

暴
Ｈ
坤
＞
逗
ト
ｅ
Ｈ
鯖

肯
涛

河
或
、
Ｈ
鯖

昂
載
Ｈ
蜻

威
、
Ｈ
鯖

・
一
ノ
蘭
、
咳
、
Ｈ
鮪

ユ
南
璋
Ｈ
鯖

斗
蘭
膚
、
Ｈ
蜻

－

一
一
一
－
§
一
§
旧
§

一
一
一
ダ
く
塗
、
。
璽
、
一≦
（
Ｈ
Ｏ
Ｏ
◎

（
）
｝

（
ｍ
～
り
）

～

姦
購
上

岬
◎
Ｏ
＞
曽
簿
史
ト

お
◎
り
肯

Ｈ
塞

ｏ
ｏ
ド
竃
ｏ
。

Ｓ
．
Ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
．
仁

ｏ
．
Ｎ

ト
．
岬

ｏ
ｏ
．
◎

◎
．
ｏ
ｏ

Ｏ
．
Ｎ

ピ
畠
Ｏ
（
Ｃ
。
』
）

崖
◎

（
◎
．

仁
）

崖

崖
心

ｏ
ｏ
－
、
ミ

ま
．
Ｎ

ｏ
◎
ｏ
．
ト

べ
．
ト

ｍ
．
べ

ｏ
ｏ
．
ｏ

◎
．
ト

○
．
ｏ
ｏ

－
、
震
（
ト
』
）

Ｎ
ｏ
ｏ

（
◎
．

べ
）

Ｈ

宕

お
ｏ
◎

お
も
お

畠
．
べ

ｏ
ｏ
ｍ
．
ｏ

べ
．
り

岬
‘
ｏ

ト
．
ｏ
ｏ

Ｏ
．
仰

○
．
ト

ド
Ｎ
お
（
閉
．
－
）

ｏ
◎
０
Ｎ

（
ｏ
．

。
。

違

’
一
一

茜
浸
ら
虞

一
蹄
一
一

．
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
．
ｏ
◎

’
べ
．
ｏ
ｏ

一
鴛
二
さ
Ｏ
．
０

‘
０
１
岬

ド
忘
。
。
（
ｍ
．
Ｈ
）

’ 仁
ｏ
閉

（
－
．

蜻

Ｏ
）

ト
ｏ
ｏ
◎

雷
一
虞
ｏ
。

Ｏ
Ｏ
Ｏ
．
べ

べ
．
Ｈ

◎
．
ｏ

Ｏ
．
ト

ド
。
。
Ｎ
◎
（
切
．
一
）

３
べ

（
－
．

◎
）

蝉

８

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

８
一
〇
。
ｏ
。
べ

割
．
岬

心
ｏ
ｏ
．
り

ｏ
．
蜆

杜
．
べ

ｏ
ｏ
．
◎

Ｏ
．
岬

Ｏ
．
Ｏ
Ｏ

ド
ｇ
ｍ
（
卜
岬
）

ト
湯

（
◎
．

◎
。

ｃ
◎
ト

仰
８

Ｏ
。
〇
一
〇
〇
Ｈ
Ｈ

蟹
．
岬

８
．
一

ｏ
．
ｏ
ｏ

ト
．
◎
ｏ

ｏ
ｏ
．
Ｈ

ｏ
．
仁

Ｏ
．
Ｏ
Ｏ

。
。
一
〇
畠
（
Ｃ
。
．
。
。
）

竈
岬

（
◎
．

べ
）

ｏ
ｏ
べ

－
０
９
◎
Ｏ
岬

睾
．
Ｏ

８
．
○
ｏ

ｏ
．
仁

ｏ
ｏ
．
べ

心
．
ｏ

◎
．
仁

Ｏ
．
Ｏ
Ｏ

。
。
一
。
。
。
。
い
（
。
。
』
）

べ
◎
べ

（
◎
．

べ
）

お
◎
ｏ

－
轟
一
〇
。
ｏ
。
ト

Ｏ
．
Ｏ
〇
一
竃
べ

Ｈ
０
ｏ
．
閉

昌
．
ｃ
ｏ

り
．
ｍ

旨
』

曽
．
ｏ

べ
．
Ｏ

お
．
ｏ

。
。
ト
ベ
ら
鵠
（
鼻
岬
）

Ｈ
雪
一
０
８

（
Ｎ
◎
．

り
）

崖

－
ｏ
。
“
蜆
お

り
お
Ｌ
雷

ｏ
．
り

宕
．
岬

り
．
ｏ
ｏ

旨
．
べ

曽
．
り

ｏ
ｏ
．
べ

ミ
．
Ｏ

島
◎
、
蟹
（
ト
ｏ
。
．
ｏ
）

Ｎ
お
｝
ｓ

（
軍
べ
）

曇

岩

Ｈ
雷
Ｈ
ｏ
ｏ
－

Ｈ
胃
ピ
８
０

ｏ
ｏ
』

崖
．
Ｎ

ｏ
ｏ
．
ｏ

Ｈ
Ｈ
．
Ｈ

轟
．
ｍ

り
．
ｃ
ｏ

ｓ
．
ｏ
ｏ

。
。
き
。
。
ｏ
．
ｍ
（
軍
ｏ
）

呂
９
べ
塞

（
。
。
ド

Ｈ
）

違
衷
、
謹

ご
べ
ｏ
．
ｐ
胃
ｏ
。
二
一
一
一

ｏ

’
崖
．
べ

；
一

’
り
．
べ

ｉ
旨
．
ｏ

‘
Ｈ
Ｏ
．
Ｎ

’
ミ
．
岬

－
Ｏ
婁
Ｏ
仰
Ｏ
（
軍
０
）

一

彗
ト
り
◎
り

（
ｏ
。
べ
．

べ
）

Ｈ

Ｎ
０
ｏ

－
８
９
虞
り

Ｏ

崖
．
ト

一
〇
．
Ｈ

ト
ｏ
ｏ
。
．
Ｈ

Ｈ
Ｈ
．
Ｈ

８
．
岬

ピ
Ｈ
；
お
。
。
（
睾
べ
）

ｏ
８
一
〇
。
一
◎

（
ｏ
。
卜

¢
）

蝉

８

８
ト
ベ
窪

－
Ｏ
。
旨
一
〇
Ｓ

Ｈ
Ｏ
．
り

旨
．
ト

ｏ
◎
．
Ｈ

Ｈ
◎
．
ｏ

違
１
◎

Ｈ
Ｈ
．
ｏ
ｏ

お
．
べ

－
Ｏ
◎
卜
Ｈ
崖
（
軍
Ｏ
）

ｍ
３
Ｌ
８
（
ｏ
．
Ｈ
．

◎
）

ｏ
◎
ト

－
ｓ
し
竃

ド
一
竃
し
３

■
．
ｏ
◎

ミ
．
ｏ
◎

ｏ
ｏ
．
ｏ
ｏ

－
Ｏ
．
Ｏ
◎

Ｓ
．
Ｏ

－
Ｏ
．
べ

Ｈ
ｏ
◎
．
ｏ

Ｈ
一
Ｈ
Ｏ
Ｐ
邊
。
。
（
切
Ｈ
』
）

竃
ｏ
。
一
◎
○
べ

（
軍ｏ
。
）

ｏ
◎
べ

ド
８
９
閉
ｓ

昌
．
り

ｏ
ｏ
．
べ

ｏ
◎
．
べ

り
．
◎

曽
．
Ｏ

ｏ
．
ト

違
．
ｏ

－
ら
峯
Ｈ
◎
Ｎ
（
界
ｏ
）

８
“
邊
ｏ
。

（
ｏ
。
卜

◎
）

〔
Ｎ
〕

用
嚥
Ｈ
蜻
◎
暴
Ｈ
姦
誉
癒
亘

Ｈ
Ｈ
蜻
雌

痢
嘩
Ｈ
蜻

港
慈
淫
基
旨
栂

一
８
◎
～
ｏ
。
心
争
ｅ
ギ
芯
１
Ｉ
Ｈ
◎
ｏ

肯
涛

○
ギ
芯
曇

Ｈ
蝉

暴
Ｈ
議
蝉

蜆
～
り

’
Ｈ
Ｏ
～
８
丁
・
－
お

丁
・
－
８

丁
・
・
－
喜
・
・
－
圭
一
〇
〇
◎
～

暗
二
）
汁
申
ｏ
。
一
爵
ｏ
ｏ－

竃
ｐ

竃
崖
肯
ｅ

『
Ｈ

腎

艶

胃

亀

８

亀

鯖
諜
卑
煤
』

汁
◎
寺
爵
。

お
お
舟
丙
ｏ
ｃ
、

お
◎
ｏ

違
．

ｏ
ｏ
＞

ミ

賢

崖

８
．

ｏ

寓

偉

３

胃

轟

胃

お

３

べ
一
汁

肯
耕
蝿
甫
語
Ｈ
薄
餅
璃
誼
叫
か
。

島

ｏ
◎
ｏ
．

べ

旨

震

８

８

８

ｏ
◎
ｏ

べ
ｏ
◎

Ｈ
胃

お
ｏ
ｐ
崖
舟
冨

「
－
ロ
ポ
岱
ｅ
商
誼
灘
」

虞

．
ｏ
◎
ト
．

心

一
ミ

・ｓ
一
一
一
一

－竃

・胃

’胃一一
二

旨二
一
一
一

ｄ
朕
か
。

Ｎ
０
ｏ

ｏ
０
Ｎ

仁

Ｈ
◎
ｏ

貨

Ｈ
◎
仁

－
◎
心

Ｈ
ｓ

Ｎ
）
　
お
農
一

Ｎ
ｃ
。
肯
芦

轟
Ｈ
髄
麟
望
ｅ
蝉
汽

８

ｏ
ｏ
◎
．

蜆

－
Ｏ
Ｏ
◎

８

Ｈ
Ｏ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｏ
◎

Ｈ
◎
Ｈ

Ｈ
Ｏ
Ｎ

Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

崖
ｏ
ｏ

呵
、
晦
Ｈ
鮪
菅
吟
糾
ざ
べ
つ
か
。

「
汁
営
Ｊ

ｏ
ｏ
仁

塞
．

＠

旨
◎
◎

旨
Ｏ

お
ｏ
ｏ

お
ト
ｏ

Ｈ
竃

Ｈ
Ｈ
Ｈ

冨
Ｈ

Ｈ
雷

べ
知
嚥
Ｈ
鮪
叢
蝉
義
ぴ
－

蜘
戊
ヨ
Ｈ
鮪
出

ｃ
ｏ
べ

ミ
．

べ

Ｈ
虞

－
お

Ｈ
葛

ミ
◎
◎

お
ｏ
◎

Ｈ
忘

Ｈ
浸

８
べ

帝
吟
尊
べ
麹
耳
べ
厳
か
。

〔
Ｎ
〕

用
嚥
Ｈ
蜻
◎
暴
Ｈ
姦
誉
癒
亘

。
。
）
〔
Ｎ
〕
蛾
ｅ
撞
旨
誌
警
戸

Ｈ
竃
ｏ
～
・
。
Ｎ
舟
。
。
叶
肯
ギ
岱
１
１
Ｈ
ｏ
ｏ
～
ｒ
汀
灘
ｄ
駄
か
。

－
Ｈ
蜻
雌
〇
七
岱
語
Ｈ
警
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暗
二
）
　
汁
申
ｏ
〇
一
爵
ｏ
。
一
竃
Ｐ
竃
崖
肯
ｅ
『
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯖
諜
卑
煤
』
汁
◎
寺
爵
。
お
お
童
〔
ｏ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
汁
肯
耕
蝿
甫
語
Ｈ
薄
餅
璃
誼
叫
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
８
一
崖
童
”
「
－
ロ
ポ
岱
ｅ
商
誼
灘
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
朕
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
）
　
お
農
一
Ｎ
ｃ
ｏ
肯
一
戸
轟
Ｈ
髄
麟
望
ｅ
蝉
肩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呵
、
晦
Ｈ
鮪
菅
吟
糾
ざ
べ
つ
か
。
「
汁
営
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
知
嚥
Ｈ
鮪
叢
蝉
義
竺
蜘
戊
ヨ
Ｈ
鮪
串

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帝
吟
尊
べ
麹
耳
べ
厳
か
。

知
嘩
Ｈ
鮪
戸
彊
叫
か
か
ｅ
ｄ
一
域
嚥
貢
吟
鮎
さ
べ
つ
芦
つ
。



」工職「にびらな

０
１
０
＝均

「
「

年
２
５～

２
３

１
９

０

０
１２０

８
』１０

６
１／

剃
判
〃
－

工
３
７

「
９
一
　
。

る
９
０
　
２
、

け
Ｇ
お
）

こ
野
妙
ｏ
ｏ
－

程
ヱ
、

過
工
立
全
に
拠
．

確
（
義
成
主
構
本
別
資
模
占
規
独
の

図２第

６
０

〃
，

孕

０
１

”
挑
２
７
加

００２０

１
８
／

９０９１

０

１
■
ｏ
／

－
〃０

－
２ノ０

－
０／

０

０
－２

４１９１

０

８
ーノ

９
０
１
３

／
に
に
２

９

２々９１

９２９ノ
３
０
引
３
２
３
３

４３９１

〇
五
〇
■ノ

甲
０

２
１／

、
ノ
０

山
ｘ
ｏ
．

姜
／

分岨
　
場
瑚

鯛
鶉
鵠
欝

規
模
模
模
模
規
上

。
（
規
規
規
規
人
勤

群
人
人
人
人
９
９
餅

・
９
２
９
４
９
９
９
↓
〃

場
一
一
一
一
０
０

工
５
１
０
３
０
５
０
１
０
５
０

７３９／

’
２
３
４
５
６

．
８
０

．
６
０

．
〃

．
２
０

－
０

’
　
’

］
一
　
－

幟
棚
－６

０

９０９ノ

４／９ノ

９
刎
リ
３

／
２
２
２

０
Ｊ
圧
〔

与２

０
’

！

５
６
７
８
９

２
２
２
２
２

　
　
９
”
引
拠
”

４３９１

７３９１

０

１
０
２

」場工「

乱

　
　
こ
　
れ

　
　
テ
　
さ

０
　
れ

－
８
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６
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Ｏ
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１
）
２
）田

３
）

独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

一
七
三
　
（
七
九
五
）

専
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

つ
か
の
構
造
変
化
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
民
営
工
場
工

業
の
発
展
を
明
ら
か
に
す
る
場
合
の
重
要
な
焦
点
が
こ
の
一
九
二
〇
年

代
の
工
業
化
の
特
質
解
明
に
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
い
ま
ひ
と
つ
二
〇
年
代
を
中
心
に
「
工
場
」
の
規
模
別
構

成
の
変
化
と
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
第
７
表
な
ら
び
に

第
２
図
は
第
一
回
『
工
場
統
計
表
』
が
編
纂
さ
れ
る
一
九
〇
九
年
か
ら

一
九
三
七
年
ま
で
の
工
場
な
ら
び
に
職
工
の
規
模
別
構
成
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
お
い
て
す
で
に
職
工
の
四
三
・
五
％
ま

で
が
一
〇
〇
人
規
模
以
上
の
工
場
に
集
積
さ
れ
る
ほ
ど
の
民
営
工
業
の

発
達
が
あ
っ
た
こ
と
は
本
稿
の
議
論
を
展
開
す
る
出
発
点
と
し
て
認
識

さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
し
か
し
す
で
に
第
－
表
で
明
ら
か
な
よ
う

に
同
年
で
は
ま
だ
資
本
主
義
的
工
業
の
生
産
は
全
産
業
生
産
額
の
二
九

％
に
。
す
ぎ
な
か
っ
た
。
産
業
資
本
の
本
格
的
展
開
は
ま
さ
し
く
一
九
一

九
（
大
正
八
）
年
頃
ま
で
の
急
速
な
大
経
営
工
場
の
創
出
過
程
（
職
工
百

人
以
上
工
場
へ
の
労
働
者
の
集
積
は
一
九
〇
九
年
の
聖
二
・
五
％
か
ら
一
九
年

の
五
五
・
六
％
へ
と
高
ま
っ
て
い
る
）
に
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
具
体

的
に
職
工
規
模
別
の
発
展
を
観
察
し
よ
う
。

　
ま
ず
職
工
五
〇
〇
人
以
上
の
工
場
群
を
一
括
し
て
大
経
営
工
場
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四
　
（
七
九
六
）

て
み
る
と
、
こ
の
工
場
群
で
は
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
二
六
（
昭
和
元
）
年

ま
で
一
貫
し
て
量
的
な
拡
大
が
あ
り
、
職
工
数
は
こ
の
問
に
ニ
ハ
万
七

千
人
か
ら
七
〇
万
へ
と
四
倍
以
上
の
増
加
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
が
二
七

年
金
融
恐
慌
以
後
、
急
激
な
職
工
の
減
少
を
ま
ね
き
、
昭
和
恐
慌
さ
な
か

の
三
〇
年
末
理
在
で
は
四
三
万
人
に
減
少
し
た
。
職
工
総
数
の
新
た
な

増
加
は
不
況
の
底
を
な
す
三
一
年
の
翌
三
二
（
昭
和
七
）
年
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
大
経
営
工
場
の
発
展
に
対
し
職
工
四
九
九
人
以
下
の
中
小

経
営
工
場
群
を
み
る
と
、
第
一
次
大
戦
期
の
拡
張
著
し
く
一
九
一
九
年

で
は
一
〇
１
四
九
九
人
規
模
に
二
三
、
四
六
九
工
場
が
分
布
し
て
い

る
。
そ
れ
が
反
動
恐
慌
で
八
四
五
五
工
場
減
少
し
、
ま
た
二
三
年
震
災

恐
慌
時
に
は
一
、
二
一
三
工
場
減
少
し
て
二
度
の
大
き
た
経
済
的
打
撃

を
受
げ
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
８
表
参
照
）
。
実
際
、
一
九
二
四
（
大
正
一

三
）
年
と
一
九
年
と
を
比
較
す
る
と
工
場
増
加
数
は
一
．
〇
一
五
工
場

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
二
五
年
に
は
三
〇
－
九
九
人
規
模
の
工
場
減
が
あ

っ
た
ほ
か
は
一
〇
１
二
九
人
規
模
で
前
年
に
く
ら
べ
て
二
九
三
工
場
、

一
〇
０
１
四
九
九
人
規
模
で
二
一
工
場
の
増
加
が
み
ら
れ
、
以
後
一
九

二
八
年
ま
で
増
加
の
勢
い
は
か
た
り
急
速
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
大
経

営
工
場
の
動
き
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
金
融
恐
慌
に
は
じ
ま
っ
た
大
経

営
工
場
の
減
少
傾
向
を
受
け
て
中
小
工
場
が
激
減
す
る
の
は
一
九
二
九
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は
　
年

　
２
９
成
れ
作
わ
り
現
よ
が
』
数
表
加
計
増
統
く
場
多
工
り

年
よ
９
際
和
実
眉
は

ｒ
．
年

ふ
２
３
表
，
計
て
統
つ
場
が
工
た
年
し

３
　
。

和
む
昭
含
『
を

間
。
年
た
治
し
明
と

　
，
象
は
対
で
な
こ
主
こ
て

　
，
し
し
と
か
計
し
統

　
ｏ
　
ｌ
」
た
業
い
工
て
場

　
つ
工
な
「
に
を
準
場
規
工
の
の
１
上
第
以
が
人

場
１
０
エ
エ
の
職

。
上
，

山
場
る
以
て

表
工
れ
人
し

計
営
わ
１
５
慮

辮
官
現
工
考

場
は
が
職
を

工
て
数
，
性

年
い
加
は
続

１
３
つ
増
場
連

正
に
く
工
の

大
年
な
用
と

『
２
８
少
適
計

省
～
り
法
統

工
２
３
よ
場
場

商
１
９
際
工
工

　
　
実
：
の

１
）
２
）
　
考

注
　
　
備

独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

年
か
ら
三
一
年
ま
で
の
三
カ
年
問
で
あ

る
。　

っ
ま
り
一
九
二
〇
年
代
の
工
場
工
業

は
一
九
二
〇
年
反
動
恐
慌
か
ら
震
災
恐

慌
（
一
九
二
一
二
年
）
ま
で
の
四
カ
年
と
、

金
融
恐
慌
（
一
九
二
七
年
）
か
ら
昭
和
恐

慌
（
一
九
三
〇
年
）
に
か
け
て
の
四
カ
年

と
の
ふ
た
つ
の
激
変
過
程
を
通
過
し
た

の
で
あ
る
。
二
〇
年
代
初
頭
の
四
カ
年

で
は
大
経
営
工
場
の
一
層
の
拡
張
と
は

げ
し
い
中
小
工
場
の
倒
産
・
没
落
と
い

う
姿
を
と
り
、
大
経
営
の
生
産
支
配
の

確
立
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
金
融
恐
慌

後
の
動
向
は
む
し
ろ
大
経
営
工
場
の
絶

対
的
減
少
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
れ
が
全

中
小
工
場
の
減
少
へ
と
結
び
つ
い
て
い

っ
た
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に

は
独
占
資
本
間
の
競
争
の
激
し
さ
と
資

本
集
中
、
中
小
経
営
工
場
の
没
落
の
す

　
一
七
五
　
（
七
九
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

さ
ま
じ
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
す
で
に
成
立
し
て
い
た
独
占
資

本
の
合
理
化
と
中
小
企
業
支
配
が
一
層
強
化
さ
れ
る
過
程
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。
な
お
か
か
る
発
展
過
程
を
も
つ
民
営
工
場
工
業
も
、
こ
の
期

間
全
体
を
と
お
し
て
職
工
五
〇
人
以
下
の
小
零
細
工
場
が
圧
倒
的
な
比

重
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
職
工
二
九
人
以
下
の
工
場
を

と
り
だ
し
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
を
と
お
し
て
終
始
八
○
劣
以
上
の
比

重
を
占
め
、
そ
こ
で
働
く
職
工
は
一
九
二
〇
年
代
を
通
じ
て
全
職
工
の

四
分
の
一
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
特
に
職
工
五
－
九
人
規
模
の
零
細
経
営
工
場
の
動
向
に
目
を

と
め
て
み
よ
う
。
こ
の
観
模
の
工
場
は
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
か
け

て
工
場
数
が
減
少
し
た
あ
と
、
第
一
次
大
戦
期
に
ふ
た
た
び
増
加
し
は

じ
め
て
一
九
二
〇
年
も
著
し
い
増
加
ぶ
り
を
示
し
た
。
そ
れ
が
翌
二
一

年
か
ら
二
三
年
に
か
け
て
激
減
し
、
零
細
経
営
の
工
業
者
が
最
も
強
く

反
動
恐
慌
の
打
撃
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
九
二
四
年
頃
か
ら

の
ち
は
急
増
の
一
途
を
た
ど
り
昭
和
恐
慌
期
に
お
い
て
も
減
少
は
み
ら

れ
な
か
っ
た
。

　
以
上
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
げ
る
工
場
の
規
模
別
構
成
の
変
化
を
観

察
す
る
と
、
大
経
営
工
場
の
増
加
を
お
っ
て
ゆ
け
ば
一
九
二
六
（
昭
和

元
）
年
が
そ
の
ピ
ー
ク
を
な
し
、
そ
の
下
部
を
構
成
す
る
中
小
工
場
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
　
（
七
九
八
）

一
九
二
〇
１
二
三
年
の
激
減
期
を
へ
て
二
四
－
二
八
年
の
増
加
過
程
を

移
成
し
て
い
る
。
な
か
で
も
こ
の
増
減
変
化
を
明
瞭
に
印
象
づ
け
て
い

る
の
は
職
工
五
－
九
人
挽
模
の
零
細
経
営
工
場
で
あ
っ
た
。
第
一
次
大

戦
期
に
お
け
る
中
小
経
営
の
著
し
い
増
加
の
う
ら
に
、
は
在
来
産
業
お
よ

び
農
村
工
業
の
機
械
制
工
場
へ
の
急
速
な
転
化
と
い
う
事
実
を
含
ん
で

　
　
（
１
）

い
る
が
、
一
九
二
〇
年
恐
慌
か
ら
二
三
年
に
か
け
て
の
中
小
．
零
細
経

営
の
非
常
に
広
く
深
い
倒
産
・
没
落
の
う
ら
に
は
、
第
９
表
で
も
明
ら

か
な
よ
う
に
零
細
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
形
態
の
工
業
生
産
者
の
徹
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

的
な
没
落
と
農
村
工
業
の
危
機
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
そ
の
過
程

で
各
部
門
・
業
種
に
お
け
る
大
経
営
の
生
産
支
配
が
な
し
遂
げ
ら
れ
て

ゆ
く
の
で
あ
り
、
一
九
二
四
年
頃
か
ら
の
中
小
・
零
細
経
営
の
新
た
な

増
加
は
、
こ
う
し
た
独
占
資
本
・
大
経
営
支
配
の
も
と
で
の
中
小
企
業

の
新
た
な
存
立
条
件
が
生
れ
て
き
た
こ
と
の
ひ
と
つ
の
表
現
で
あ
る
と

　
　
（
３
）

い
え
る
。

　
さ
て
、
独
占
資
本
主
義
の
確
立
過
程
に
お
け
る
民
営
工
場
工
業
の
発

達
趨
勢
を
検
討
し
、
大
経
営
「
工
場
」
の
非
常
に
急
速
な
拡
大
を
再
確

認
で
き
た
今
、
さ
ら
に
進
ん
で
こ
の
時
期
の
主
導
産
業
の
発
展
と
工
業

都
門
別
構
成
の
変
化
過
程
を
追
求
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
項
を
改
め

そ
の
課
題
に
移
る
こ
と
に
す
る
。
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（
１
）

（
２
）

（
３
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
尾
城
太
郎
丸
『
日
本
中
ハ
エ
業
史
論
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
〇
）

八
四
頁
以
下
参
照
。

　
古
島
敏
雄
氏
は
「
大
正
前
期
に
伝
統
的
軽
工
業
に
工
場
制
工
業
が
発

展
し
、
重
化
学
工
業
に
お
い
て
も
工
場
制
工
業
が
一
般
化
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
以
後
昭
和
初
期
へ
か
げ
て
の
産
業
の
発
展
は
、
加
工
業
兼
営

の
可
能
性
を
失
っ
た
農
業
も
資
本
制
経
済
の
動
向
に
従
属
し
て
か
動
き

え
な
い
、
新
し
い
局
面
に
入
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
」
（
体
系
日
本
史
叢

書
１
２
、
古
島
敏
雄
『
産
業
史
皿
』
〈
山
川
出
版
社
、
一
九
六
六
Ｖ
五
一

二
頁
）
と
、
大
正
中
期
以
後
の
農
工
業
を
含
め
た
経
済
の
全
貌
の
変
化

を
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
た
例
証
は
た
く
二
〇
年
恐
慌
を
は

さ
ん
だ
大
正
末
年
ま
で
の
経
済
構
造
の
変
化
を
具
体
的
に
追
求
す
る
作

業
は
残
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
二
四
年
頃
以
降
に
現
れ
て
く
る
中
小
、
零
細
工
場
の
増
加
が
、

独
占
資
本
の
確
立
に
と
も
な
う
「
不
完
全
競
争
化
」
と
「
資
本
間
の
不
平

等
関
係
の
成
立
」
と
に
強
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。
独

占
支
配
と
収
奪
の
対
象
と
な
っ
た
中
小
経
営
の
新
た
な
存
立
条
件
は
次

の
諾
点
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
独
占
的
大
企
業
の
合
理
化
の
進
展

に
。
よ
り
労
働
需
要
の
伸
び
を
制
約
し
、
相
対
的
過
剰
人
口
の
拡
大
と
恒

常
化
が
労
賃
を
お
し
さ
げ
小
経
営
の
存
続
な
い
し
増
加
の
方
向
に
強
く

働
く
。
し
た
が
っ
て
中
小
経
営
は
過
剰
人
口
を
利
用
し
、
劣
悪
た
労
働

条
件
で
工
業
労
働
力
を
調
達
で
き
、
ま
た
零
細
な
家
族
経
営
そ
れ
自
身
、

潜
在
的
過
剰
人
口
で
あ
る
こ
と
。
ｏ
独
占
的
大
企
業
自
体
が
独
占
利
潤

獲
得
の
た
め
に
生
産
工
程
の
一
部
を
下
請
中
小
工
場
へ
の
外
注
に
回
わ

す
傾
向
を
強
め
る
嘗
独
占
的
価
格
維
持
と
独
占
利
潤
獲
得
の
た
め
に
政

策
的
に
同
一
部
門
の
中
小
企
業
を
維
持
す
る
こ
と
も
あ
る
。
陶
も
と
よ

一
七
八
　
（
八
○
○
）

り
独
占
価
格
が
、
コ
ス
ト
の
相
対
的
に
高
い
小
経
営
に
も
利
潤
獲
得
の

可
能
性
を
残
し
、
新
資
本
の
発
生
が
み
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
砲
独
占

利
潤
収
奪
の
た
め
に
競
争
的
た
小
資
本
の
支
配
的
た
関
連
部
門
に
お
い

て
、
資
本
の
集
積
が
阻
止
さ
れ
、
過
度
競
争
の
な
か
で
没
落
傾
向
に
あ

る
小
資
本
が
失
業
の
脅
威
に
よ
っ
て
部
門
内
に
と
ど
ま
ろ
う
と
し
、
問

屋
資
本
の
支
配
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
以
下
の
条
件
に
甘
ん
じ
て
こ
の

よ
う
な
部
門
の
存
続
に
一
役
買
う
場
合
も
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
中
頃

よ
り
、
メ
リ
ヤ
ス
業
、
雑
貨
工
業
（
マ
ッ
チ
、
ブ
ラ
シ
、
貝
ボ
タ
ン
、
洋

傘
た
ど
）
に
こ
う
し
た
例
が
み
ら
れ
、
問
題
化
し
て
い
た
（
揖
西
ら
『
日

本
資
本
主
義
の
没
落
皿
』
〈
東
大
出
版
会
、
一
九
六
一
、
五
〇
六
頁
以

下
Ｖ
、
な
ら
び
に
、
北
原
勇
「
資
本
の
集
積
・
集
中
と
分
裂
．
分
散
」

〈
『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
五
〇
巻
七
号
、
一
九
五
七
所
収
Ｖ
）
参
照
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
九
二
〇
年
恐
慌
か
ら
二
四
年
頃
ま
で
の
独
占

的
諸
条
件
の
成
熟
を
画
期
と
し
て
、
そ
れ
以
後
の
中
小
工
業
の
新
た
な

拡
大
を
説
明
す
る
議
論
は
さ
ら
に
深
め
た
け
れ
ぼ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、

当
時
の
『
工
場
統
計
表
』
で
は
、
大
工
場
の
生
産
集
積
と
合
理
化
の
実

態
や
中
小
・
零
細
工
場
の
膨
大
た
比
重
と
独
占
的
大
企
業
と
の
関
連
は

明
ら
か
と
は
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
個
別
企
業
の
分
析
に
よ
っ
て
例
証
さ

れ
る
以
外
に
は
な
い
。

三
、
生
産
手
段
生
産
の
拡
大
と
労
働
生
産
性

　
こ
の
項
で
は
、
工
業
部
門
別
構
成
の
変
化
を
再
検
討
し
、
第
一
次
世

界
大
戦
前
後
の
生
産
手
段
生
産
の
発
展
過
程
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
従



来
、
一
九
〇
七
年
恐
慌
か
ら
一
九
三
〇
年
頃
ま
で
の
民
営
工
場
工
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

発
展
の
特
徴
を
「
重
化
学
工
業
と
軽
工
業
と
の
併
行
的
発
展
」
と
し
て

お
さ
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
項
の
議
論
の
焦
点
は
生
産
手
段
生

産
の
発
展
を
統
計
的
に
一
層
明
確
に
把
握
し
、
一
九
二
〇
年
代
の
工
業

構
成
の
変
化
を
よ
り
具
体
的
に
つ
か
む
こ
と
に
お
か
れ
る
。

　
〕
　
一
　
目
露
戦
争
後
の
日
本
資
本
主
義
は
「
植
民
帝
国
」
と
Ｌ
て
大
陛

　
〔
経
営
を
不
可
欠
の
環
と
し
つ
つ
、
み
ず
か
ら
の
再
生
産
軌
道
を
確
立
・

展
開
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
台
湾
、
朝
鮮
、
満
州
、
樺
太
な
ど
の
植

民
地
、
権
益
取
得
地
域
に
対
す
る
生
産
・
流
通
両
面
か
ら
の
支
配
・
収

奪
機
構
の
分
析
を
欠
い
た
目
本
工
業
の
分
析
は
十
全
で
は
な
い
。
し
か

し
他
方
で
、
寄
生
地
主
制
の
支
配
す
る
農
村
を
収
奪
基
盤
と
し
て
成
長

・
発
達
を
と
げ
て
き
た
日
本
資
本
主
義
、
ま
た
さ
ら
に
植
民
地
市
場
を

収
奪
の
場
と
し
て
白
ら
の
資
本
蓄
積
を
強
行
し
た
日
本
資
本
主
義
の
、

独
占
資
本
主
義
へ
の
移
行
、
確
立
過
程
の
特
徴
は
、
当
初
に
も
ふ
れ
た

よ
う
に
、
な
に
よ
り
も
国
内
の
民
営
工
業
の
発
展
と
そ
の
強
蓄
積
の
実

態
を
観
察
す
る
な
か
で
検
出
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
も
確

か
で
あ
る
。
阜
、
こ
で
ま
ず
、
国
内
の
民
営
工
業
の
発
展
を
鉱
業
生
産
の

拡
大
過
程
を
含
め
て
概
括
し
て
み
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
。

　
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
よ
り
五
年
ご
と
に
三
四
（
昭
和
九
）
年
ま
で

　
　
　
　
独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

の
鉱
工
業
生
産
の
部
門
構
成
の
変
化
を
、
い
さ
さ
か
煩
雑
に
な
る
の
を

覚
悟
で
一
括
表
示
し
た
も
の
が
第
１
０
表
で
あ
る
。
こ
の
表
に
み
ら
れ
る

部
門
分
類
の
基
礎
ぱ
、
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
で
組
織
さ
れ
る
「
日
本

資
本
主
義
構
造
研
究
会
」
の
共
同
研
究
に
な
る
も
の
で
、
　
『
工
場
統
計

表
』
の
加
工
に
さ
い
し
、
第
ｕ
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
生
産
手
段
、
消

費
手
段
の
二
大
部
門
分
割
基
準
を
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
最
大

の
特
徴
は
工
業
製
品
の
素
材
の
性
質
一
」
よ
っ
て
当
時
の
工
業
部
門
分
類

を
加
工
し
、
化
学
繊
維
製
品
な
ど
は
紡
織
工
業
へ
の
組
替
え
で
あ
る
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
金
属
、
機
械
器
具
、
化
学
、
窯
業
の
四
部
門
を
生
産

手
段
生
産
、
消
費
手
段
生
産
に
二
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
１
，
１
中
部
門

と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
第
１
０
表
は
同
研
究
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
附
表
の
数
字
を
引
用

し
、
ガ
ス
、
電
気
業
を
二
大
部
門
分
割
の
枠
か
ら
は
ず
し
て
物
的
な
価

値
生
産
物
を
生
む
部
門
の
み
に
隈
定
し
て
部
門
構
成
比
を
出
し
て
み

た
。
４
、
よ
た
年
次
ご
と
に
調
査
分
類
基
準
が
異
な
る
が
、
鉱
業
統
計
で
は

こ
れ
を
度
外
視
し
、
各
年
統
計
表
に
把
握
さ
れ
た
総
生
産
規
模
を
そ
の

ま
ま
集
計
し
た
。
な
お
、
民
営
鉱
工
業
の
発
展
を
純
粋
に
把
握
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
、
一
九
二
四
（
大
正
二
二
）
年
の
工
場
統
計
か
ら
は
官
営
工

場
分
を
除
い
て
い
る
。
こ
の
表
を
某
礎
に
わ
が
国
の
独
占
資
本
主
義
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九
　
（
八
〇
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

一
八
○
　
（
八
〇
二
）

民
化
る
変
よ
成
に
構

料
の
資
場
大
工
名
営

比門部率加増
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↓
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０
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８３，０７７，６

０６，０８２，６

１
９，５１４，７

０５，８１０，９

５４４，８６

５
　
　
４
　
　
２

２
　
　
６
　
　
６

５
　
　
６
　
　
６

２
　
　
６
　
　
０

　
　
１

２
　
０
　
　
８
　
４

８
　
　
６
　
　
０
　
　
３

１
　
　
８
　
　
０
　
　
４

３
　
　
５
　
　
７
　
７

１
　
　
９
　
　
３
　
　
３

１
一
　
４
　
　
５
　
　
（
ｏ

３２４，０７７
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２
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０
　
　
３
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６
　
　
３
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０

　
　
３
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ｏ
ｏ
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１
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８９，３０１

１
８
　
　
１
　
　
１
　
　
４
　
　
７
　
　
６

２
　
　
４
　
　
ユ
　
　
６
　
　
１
　
　
９

３
　
　
０
　
　
８
　
　
２
　
　
３
　
　
６

５
　
　
０
　
　
０
　
　
１
　
　
７
　
　
２

　
ユ
　
　
４
　
　
４
　
４
　
　
５

７
　
　
７
　
　
２
　
　
６
　
　
９
　
　
６

６
　
　
７
　
　
５
　
　
５
　
７
　
　
４

　
　
７
　
　
１
　
　
８
　
　
２

　
　
１
　
　
　
　
９
一

０
　
　
２
　
３
　
　
６
　
２
　
　
９

３
　
　
１
　
　
０
　
　
６
　
　
８
　
　
６

２
　
　
７
　
２
　
　
４
　
３
　
　
７

５
　
　
１
　
　
３
　
　
４
　
　
７
　
　
３

　
１
　
　
６
　
　
４
　
　
５
　
　
７

大
４
（

９
２ユ

し合照を刀回
４
０第（鑑年計

　
　
る

統
　
　
す

国
　
。
出

帝
る
算

『
あ
で

　
で
は
計
皿

て
　
　
　
／

　
の
１
Ｂ

つ
賭
峠

に
通
』
普
は

場
　
　
比

工
要
成

営
重
構

官
　
　
　
門

『
　
　
　
部

　
り

ム
　
　
　
　
ｏ

　
と

勢
　
　
　
る

　
を

趨
　
　
　
す

　
数
の
　
　
外

　
夫
業
　
　
除

　
鉱
鉱
ま
を

嚇
驚
験
知
貸

計
る
除
１
Ｃ

統
げ
を
，

場
掲
料
し

に
を
理
計



程過立確義主本資占独表
１
０第

宮

門部産生襲手産生
１
Ｂ

１業窯１学化１器機１属金

）地内（業鉱
１
Ａ

　
）

諦
　
（山油石山炭石山属金

営
場
官
工

次年

９
７

＾
Ｌ
ｏ
　
　
　
　
８

８
７

３０ユ

４１２，ユ

７
　
　
　
　
４

０５，ユ

６５，ユ

４９２７

１８４

０３１１

１
↓
　
　
　
　
８

８９１，１

１２８１

ユ２５，２

１５，１

０８，ユ

ユ４，３

２７，３

９
　
　
　
　
０

７０２，５

６２０，９

６
３

７
７

５６１

６３２

０３７，２

８４６４

）
つ
４
０

ａ
９
６

ｈ
４
ユ

０００ユ（

７
４

２
〇
一

９
１
↓

９
＾
５

〔
Ｕ
７

９
２３

０
ー
ム
４
２１

ハ
Ｏ
Ｆ
０

１
２
２
２１

３
７

１
↓
ｏ
０

７
２１

１
１
７
‘

４
７

６
０

７
１
↓
ユ

４
３
Ｆ
０
１
↓

３

４
６

０
０
１
－
・
３

２
６

つ
Ｕ
１
↓
２

１
戸
ｏ
７
４
８
ユ
ー

１
↓
一
Ｌ
０

１
４
７

一
ｂ
１
ｌ
一

３
０
９

ｏ
〕
０

８
４
４
ユー

０
「
ｏ

１
上
３

一
」
Ｏ
ユ

ｏ
）
９

０
２
４
ユ

（
Ｏ
－
Ｏ

ｏ
〕
つ
ｏ

ｏ
ｏ
ユ

＾
．
ｏ
２

８
７２

７
つ
り

０
ｏ
◎４

９
＾
ユ

Ｏ
０
１
・
一

〇
◎
ユ
ユ

７
１
９

ｏ
〕
５
４

０
０
３
７５

７
‘
７
．

７
７０１

６９ユ

２４１

８３１

４
　
　
　
　
９

７４３

８８３

９６５

０９１

１
１
一
　
　
　
　
１
１
一

４

２
９

３
４

工
場
・
鉱
山
面
積
（
干
舳
）

１
８

１
７

２
９

２
９

２
９

２
９

７

１
５

４
４

４
５

５
６

８
７

４
６

７
４

４８１

８５１

７８１

７０３

１
２

２
０

６
１

６
３

７
７

９５ユ

４３２

４９２

５６４

５０３

７８２

６３２

５
　
　
８

７
　
　
６

４

３５ユ
７
４

７８ユ
９
５

８４３１０１

ユ５２
４
２

９２２
４
８

８６ユ
５
８

４２１

７３ユ

５６１

７４ユ

５６２

２６ユ

０９１

１
４

１
９

２
４

２
９

３
４

労
働
者
数
（
干
人
）

３９７，８１

００９，３２

１０１，５４１

５７８，３９

ユ４２，１３１

６４１，０４ユ

８８１，１３

６１１，０７

５９３，９１３

６２５，１１３

４６６，３５５

９２４，５２８

２０３，０４

８５５，３０ユ

８９６，７６６

５２９，５３４

８８７，７２

７２７，ユ６

８２０，ユ９４

８９０，４３３

４６３，３７６

○ユ６，９５０，ユ

４２１，２３６

９

五
’

８９８３ユ

８２３，３０１

０３０，５５１

２３２，１４６

８５０１５３

６０５，４８３

９３１，２３４

９２４，６

ユ３６，９

２６５，２４

５５４，９ユ

７０７，３１

０３４，９

４１２，８５

０５３，０８

ユ４５２４４

４ユ６，１４２

２６７，５４２

６８５，７３

４１２，２６

８１３，４４ユ

５１８，３８

６８２，９ユー

５５５，５４２６３９，４６ユ

９０９１

１
４

１
９

２
４

２
９

３
４

生
産
額
（
干
円
）

年各の料資原
○

成作りよ表附の号
４
０にび

、
り
、
よナ

積面総
，

く
、
よナ聰

口
力

の山鉱通普

修
集
及
て
賃
し
工
と
加
）
に
産
び
生
ら
段
な
手
業
費
気
消
電
叫

襲
葛

準
カ
生

　
　
ふ
段

濃
欝

号
器
民
｛

３
３
　
面
数
。
い

籔
一濠
蠕

　
正

１
）

注

２
）
３
）

４
）
５
）

独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

一
八
一
　
（
八
〇
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

類分門部業工るよこ〃会究研造構義主本資本日イ学大屋古名表ｕ第

類分
、

』
ノ

糸
績
物
ス
絹
他

　
　
ヤ

　
　
　
　
の

　
　
リ

製
紡
織
メ
人
そ

ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ

類分中

織紡

－
一

１

等類器什具家製属金皿属金

２
．

皿

類器楽
■

械器学光

械
ｎ

具

機
器

３
一

１

器
品
　
製
　
ス

　
一
フ
磁
ガ
　
ス

　
一
フ
陶
ガ

ａ
．
ピ

皿業窯

４
．

皿

薬
類
チ
類
ブ
ド

　
燭
　
鱗
　
　
ル
イ

　
晶
　
粧
ツ
脂
バ
ロ

　
化　
　
　
氏
レ

　
　
　
系
　
ノ

　
鹸
製
石
マ
油
製
セ

ａ
ゼ
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ

皿学化

５
．

１

造
粉
糖
茶
他

の

酸
製
砂
製
そ

ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ

品料食

６
．

皿

品
本
雑

製　
製
他

木．
刷
の

材製
印
そ

ａ
．
ピ
Ｃ

製
製
他

木
刷
の

材
印
そ

製
品
本

７
一

皿

門部

第
　
　
　
皿

部

門

類分
＼

ｊ
ノ

断材属金
●

練精属

物
等
　
晶
　
製
　
属
　
金
　
の
　
他
　
の

金
晶
鋳
そ

ａ
　
　
ｂ
　
ｃ

類分中

１属金

１
．

ＢＩ

等
具
類
器
機
械
電
機
発
用・
工

機
加
動
造

類
類
船
機
そ

器兵丸
輌
弾砲

　
類
　
器
　
計
空
・
　
器
　
衡
　
量
他

原
製
類
銃
車
造
航
度
の

ａ
　
ｂ
　
　
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
　
９

械
－
具

機
器

２
．

ＢＩ

灰
他
石
の
い
そ
ン
瓦
メ
ｒ
セ
煉

ａ
　
ｂ

１業窯

３
．

ＢＩ

品
類
類
油
類
料
他

　
　
　
　
　
の

　
料
薬
　
　
　
　
肥
そ

　
塗
薬
物
ム
　
品

業
．
　
　
　
造
製

　
料　
　
　
　
　
素

工
染
火
鉱
ゴ
人
炭

ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
９

１学化

４
．

ＢＩ

ス
気

ガ
電

ａ
　
ｂ気電スガ

０
・１

門部

第
　
　
　
１

部

門

１
』
１
」

料
表
資
類
と
分
査
業
調
産
『
凹
「

室
表

査
１
０
調
第
済
，
経
頁

部
３
１

学
～

済
３
０
繕
）

学
６
６

大
１
９
屋
（

○るす析分てい除を」気電スガ
０
，ｎ

、
り、
カ門部－第はで稿本

，

古
号
。
お

名
３
３
照
な

：
第
参

考備

一
八
二
　
（
八
〇
四
）

立
過
程
に
お
け
る
民
営
重
化
学
工
業

の
発
展
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
と

次
の
よ
う
た
事
実
が
確
認
で
き
る
。

ｏ
ｏ
　
生
産
手
段
の
拡
大
に
つ
い
て
。

金
属
、
機
械
器
具
、
化
学
、
窯
業
四

工
業
部
門
の
生
産
手
段
生
産
（
第
１
Ｂ

部
門
）
が
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年

か
ら
ど
の
よ
う
な
比
率
で
増
大
し
た

か
を
図
示
し
て
み
る
と
（
第
３
図
参

照
）
、
　
一
九
一
四
年
に
は
二
・
二
倍
、

一
九
年
に
は
二
二
・
七
倍
と
著
し
い

昇
び
を
示
し
、
部
門
構
成
比
（
第
皿

部
門
に
対
す
る
第
１
Ｂ
部
門
の
比
率
）
は
、

一
四
年
に
一
対
○
・
二
四
が
一
九
年

に
は
一
対
○
・
三
ニ
ヘ
と
拡
大
す
る
。

問
接
的
な
比
較
に
な
る
が
東
京
卸
売

物
価
指
数
の
変
動
傾
向
と
く
ら
べ
て

も
、
そ
の
拡
張
ぶ
り
が
い
か
に
急
速

な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
理
解
で
き
る
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独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

０
０
０
０

〃
９
８
７

５
０

　
よ
　
重

　
表
　
　
↓
　
金

　
付
　
計
　
　
に

弘
号
　
合
　
び

　
３
３
　
の
　
ら

　
第
　
　
　
　
な

　
　
　
１
Ｂ

　
』
　
料
　
の
　
雑

　
資
　
業
　
他
　
用

卯
と
　
窯
　
の
　
引

　
査
　
　
　
　
そ
　
り

　
調
　
学
　
　
　
よ

　
『
　
化
　
本
　
表

　
室
　
　
　
製
　
９
２

　
査
　
具

ぷ
騰
醐
拙

　
経
　
機
　
　
　
評

　
部
　
　
　
晶
　
本

　
学
属
製
｝

　
済
　
金
　
木

”
誰
孤
然

　
古
　
等
も
晶
－
本
よ

　
　
　
　
　
　
　
日

　
名
　
ス
ー
料
の
『
表

〃
　
，
　
ガ
業
食
窯
，
９
４

　
は
　
　
．
工
，
，
は
，

　
率
　
気
学
織
化
数
上

　
加
　
電
化
紡
，
指
同

　
増
　
一
　
　
械
価
は

　
産
剛
剛
物
数

”
性
部
部
売
指

　
別
　
Ｂ
　
　
　
卸
費

　
　
　
　
　
１

〃
朋
曙
晩
薄

１　
　
り

　
勘

一
八
三

で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
　
一
九
二
〇
年

恐
慌
と
そ
の
後
の
軍
縮
の

影
響
で
生
産
停
滞
を
も
た

ら
し
た
金
属
、
重
機
器
部

門
の
動
き
や
貿
場
停
滞
な

ど
を
反
映
し
て
一
九
二
四

年
の
数
は
大
き
な
生
産
縮

少
を
示
し
、
こ
の
年
を
転

期
に
ふ
た
た
び
二
九
年
、

三
四
年
と
生
産
手
段
生
産

が
増
加
す
る
。
一
九
二
九

年
に
は
〇
九
年
の
ニ
ハ
・

八
倍
増
と
な
っ
た
。

　
他
方
、
お
も
に
「
耐
久

消
費
財
」
と
し
て
消
費
さ

れ
る
重
・
化
学
工
業
製
品

な
ら
び
に
「
非
耐
久
消
費

財
」
と
し
て
の
繊
維
・
食

（
八
〇
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

料
品
な
ど
消
費
手
段
の
生
産
（
第
－
部
門
）
を
み
る
と
、
第
一
次
大
戦
期

を
合
む
一
四
年
か
ら
一
九
年
の
五
カ
年
に
四
・
七
倍
の
拡
大
を
示
し
、

前
段
階
に
ひ
き
っ
づ
き
一
九
年
ま
で
は
高
い
拡
大
テ
ン
ポ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
二
〇
年
反
動
恐
慌
後
の
足
ど
り
は
、
一
九
年
の
指
数
七
六
一

が
、
二
四
年
七
五
五
、
二
九
年
で
八
〇
二
と
停
滞
的
で
あ
り
、
一
九
二

〇
年
代
に
入
っ
て
、
生
産
手
段
生
産
と
消
費
手
段
生
産
と
の
不
均
等
な

発
展
は
著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
第
皿
部
門

は
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
お
り
、
第

１
Ｂ
部
門
の
構
成
比
が
急
速
に
高
ま
っ
て
ゆ
く
の
は
一
九
二
四
年
以
降
で

あ
っ
た
。
す
た
わ
ち
、
一
九
二
九
年
に
民
営
工
場
工
業
の
生
産
手
段
生

産
が
全
工
業
生
産
額
の
二
七
％
近
く
に
達
し
た
こ
と
は
、
一
九
〇
九
年

段
階
の
一
五
％
か
ら
み
て
隔
絶
の
長
で
あ
っ
た
こ
と
は
問
違
い
た
い
。

　
の
　
こ
の
発
展
過
程
を
い
ま
ひ
と
つ
、
見
か
た
を
か
え
て
、
鉱
業
を

含
め
た
生
産
手
段
の
生
産
と
消
費
手
段
の
生
産
と
の
比
較
と
い
う
か
た

ち
で
み
て
み
る
と
第
１
２
表
を
う
る
。
鉱
業
の
う
ち
金
属
山
、
石
炭
山
、

石
油
山
を
第
－
部
門
に
含
め
、
第
皿
部
門
は
発
展
傾
向
を
よ
り
明
確
に

把
握
す
る
た
め
に
雑
工
業
系
三
部
門
を
除
い
て
集
計
し
て
み
た
も
の
で

あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
一
九
一
四
年
の
第
－
部
門
は
生
産
額
に
お
い
て
二
七
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四
　
（
八
〇
六
）

四
％
、
一
九
年
に
。
は
三
〇
・
四
％
に
達
す
る
。
一
九
二
四
年
の
数
字
は
、

全
鉱
工
業
生
産
が
一
度
大
き
く
縮
少
し
た
姿
を
示
し
、
第
－
部
門
は
二

二
・
九
％
に
ま
で
比
重
を
低
く
め
た
。
つ
ま
り
一
九
一
四
年
か
ら
一
九

年
ま
で
飛
躍
的
に
発
展
し
た
鉱
工
業
は
、
二
〇
年
代
前
半
の
停
滞
期
に

一
度
全
般
的
な
生
産
縮
少
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
三
四
年
ま
で
の
一
〇
年
間
は
一
貫
し
て
第
－
部
門
の
拡
張

が
続
き
、
二
九
年
に
は
第
－
部
門
三
〇
・
四
％
、
第
皿
部
門
六
一
・
四

％
の
構
成
に
回
復
し
、
三
四
年
に
は
第
－
部
門
は
四
〇
・
六
劣
に
な

る
。
こ
の
発
展
傾
向
を
指
数
で
把
握
し
た
も
の
が
第
１
３
表
で
あ
る
。
一

九
二
〇
年
代
一
〇
年
問
の
鉱
工
業
生
産
の
停
滞
の
な
か
で
第
－
部
門
の

う
ち
「
生
産
財
」
生
産
の
み
が
一
九
二
四
年
を
軸
に
二
九
年
ま
で
の
五

カ
年
で
一
・
七
倍
の
生
産
拡
大
を
と
げ
た
事
実
は
特
に
注
目
さ
れ
る
事

柄
で
あ
る
。

　
な
お
、
鉱
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
金
属
山
は
一
九
〇
九
年
に
四
・
一

劣
の
生
産
額
構
成
比
を
占
め
た
あ
と
、
二
九
年
ま
で
そ
の
比
重
を
低

め
、
石
油
山
も
同
様
の
傾
向
を
示
す
。
石
炭
山
は
一
九
年
を
ピ
ー
ク
に

以
後
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
生
産
額
で
停
滞
し
、
こ
の
三
部
門
の
生
産
は

一
九
一
九
年
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
の
一
〇
年
問
は
お
ど
ろ
く
ほ
ど
の
停

滞
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
工
業
資
源
、
原
料
の
国
内
生
産
額
は
一
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Ｌ
０
７
‘

，
ｏ
ｏ

１
■
（

○
リ
）

（
Ｏ
（
Ｏ

ｏ
０
７
‘

，
一
」
Ｕ

ｎ
ｚ
（

４
）

３
ｎ
ｏ

８
Ｑ
一
）
，
Ｏ
Ｊ

ｏ
ｏ
（

１
■
）

Ｏ
〇
一
Ｌ
ｏ
Ｏ

，
１
■

■
↓
（

○
ム
）

１
■
４

４
ｏ
），
４

７
‘
（

り
ん
）

ｏ
ｏ
２

ｃ
Ｕ
４
，
４

＾
Ｏ
（

（
）
）

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
り
４

，
Ｆ
ｏ

７
‘
（

１
■
）

［
ｏ
０

４
３
，
（
Ｏ

Ｏ
）
（

４１９１

１
９

２
４

２
９

３
４

生
　
産

額
　
（
百
万
円
）

（
Ｏ
）

　
Ｏ
　
０
　
１
　
（

（
Ｏ
）

　
Ｏ
　
０
　
１
　
（

（
Ｏ
）

　
Ｏ
　
０
　
１

（
Ｏ
Ｏ
）

　
３
　
３
　
１
　
（

Ｏ
Ｏ
）

　
３
　
３
　
ユ
　
（

Ｏ
）
１
０

１
■
０

　
１
　
（

７
‘
）

４
４
■
１
３

　
１
　
（

（
Ｏ
）

（
０
１
■

１
上
‘
Ｌ
０

　
１

（
９
］
）

（
）
４

ｎ
６
ｏ
０

　
１
　
（

７
‘
）

（
Ｏ
Ｑ
ｏ

２
４

　
２
　
（

（
Ｏ
）

４
０

だ
Ｏ
（
）

　
１
　
（

Ｏ
Ｏ
）

Ｏ
〇
一
Ｌ
Ｏ

ｏ
）
４

　
１
　
（

Ｏ
Ｏ
）

（
〇
一
」
Ｕ

０
６
，
１
■

１
１
（

＾
０
）

Ｆ
ｏ
９

１
１
７
‘

，
１
■

１
↓
（

１
■
）

（
ｏ
０

１
■
ｏ
Ｏ

，
１
■

１
↓
（

７
’
）

’
ｏ
Ｏ

　
０
　
１
　
（

（
）
）

○
ム
〇
一

１
１
７

　
１
　
（

１
■
）

１
■
（
０

１
１
（
０

　
１
　
（

４
）
１
０

１
上
７
‘

　
１
　
（

ｎ
■
一
）

［
０
７
‘

１
１
ｎ
Ｚ

　
２
　
（

ｏ
ｏ
）

１
■
０

７
‘
Ｏ

　
ユ
　
（

Ｏ
Ｏ
）

一
■
Ｏ
Ｏ
Ｏ

（
）
４
，
１
■

１
■
（

Ｏ
）
）

７
‘
「
０

１
■
（
Ｏ

，
１
■

１
１
（

Ｏ
）

７
‘
◎
Ｏ

ｎ
乙
７

，
１
↓

１
■
（

ｏ
ｏ
）

１
■
４

ｏ
ｏ
８

，
１
■

１
１
（

＾
Ｏ
）

り
＾
０

１
０

　
１
　
（

ｏ
ｏ
）

１
■
Ｏ
ム

ｏ
ｏ
「
ｏ

　
２
　
（

Ｆ
ｏ
）

ｏ
Ｊ
４

○
ム
ｏ
ｏ

　
２
　
（

Ｏ
Ｊ
）

４
７
３
７

　
２
　
（

２
）

ｏ
ｏ
（
ｚ

［
Ｏ
（
０

　
４
　
（

［
ｏ
）

　
Ｏ
　
０
　
１
　
（

Ｏ
Ｏ
）

　
０
　
６
　
１
　
（

７
‘
）

　
０
　
４
　
１
　
（

＾
０
）

　
０
　
２
　
１
　
（

４
）

　
０
　
８
　
（

７
‘
）

８
０
１
↓
０

　
１
　
（

Ｏ
Ｏ
）

４
（
ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

　
１
　
（

１
上
）

Ｆ
ｏ
４

０
ム
Ｏ
０

　
１
　
（

Ｏ
）
）

ｎ
乙
ｎ
６

ｎ
ｚ
ｎ
ｚ

　
１
　
（

８
）
（
ｏ
０

１
１
０
）

（

一
■
ｏ
）

ｏ
）
Ｏ

　
０
　
１
　
（

１
■
）

０
６
１
↓
０

　
１
　
（

○
ム
）

４
４

　
４
　
（

Ｏ
Ｏ
）

４
１
↓

　
５
　
（

Ｏ
Ｏ
）

［
０
１
１

　
６
　
（

ｏ
ｏ
）

１
１
（
）

４
０

　
１
　
（

一
■
ｏ
）

７
‘
８

７
‘
ｏ
０

　
１
　
（

「
ｏ
）

ｏ
）
４

一
」
ｏ
４

　
１
　
（

ｏ
６
）

３
ｏ
ｏ

（
Ｏ
「
０

　
１
　
（

ｎ
■
一
）

１
１
７
’

８
〇
一

　
ユ
　
（

ｎ
６
）

４
０
（
ｚ
０

，
１
↓

１
１
（

（
Ｏ
）

ｏ
ｏ
Ｏ

Ｏ
）
＾
Ｏ
，
１
■

１
↓
（

（
Ｏ
）

４
７
‘

Ｏ
）
Ｆ
Ｏ

，
１
■

１
■
（

○
ム
）

１
上
（
）

１
上
７

，
１
■

（
Ｚ
（

（
）
）

○
り
ｏ

４
ｏ
）
，
１
■

ｎ
■
一
（

４１９１

１
９

２
４

２
９

３
４

労
働

者
数

（
千
人
）

　
○
　
る

　
て
　
し
　
外
　
除
　
を
　
料
　
理
　
修
　
及
　
賃
　
工
　
加
　
に
　
び

　
、
り

　
、
よ

　
ナ
　
」
　
業
　
気
　
電
　
ス
　
ガ
　
「
　
ま
肛
引
融
計

浪墨

剃
陛

１
）
２
）
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六
　
（
八
○
八
）

九
一
九
（
大
正
八
）
年
ご
ろ
を
境
い
に
二
〇
年
代
前
半
の
不
況
で

最
も
大
き
く
後
退
し
、
二
四
年
以
降
の
生
産
拡
大
も
一
九
年
水

準
を
上
ま
わ
る
ほ
ど
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
鉱
業

の
厳
し
い
不
況
を
指
摘
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
に
は

す
で
に
工
業
資
源
、
原
料
を
国
外
か
ら
供
給
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、

引
き
続
き
重
工
業
の
躍
進
を
は
か
る
こ
と
が
出
来
な
い
限
界
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

達
Ｌ
て
い
た
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
二
〇
年
代
の
日
本
工
業
は
多
く
の
論
者
に

よ
っ
て
す
で
に
１
い
く
っ
か
の
試
算
例
を
も
っ
て
証
明
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
資
本
主
義
諸
国
の
な
か
で
は
異
常
に
驚
異
的
な
展

開
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ぼ
、
名
高
商
調
べ
に
よ
る

と
、
一
九
二
二
年
１
－
一
〇
〇
と
し
た
二
一
～
二
五
年
の
工
業
生

産
の
平
均
増
加
率
は
二
〇
五
、
二
六
～
三
〇
年
に
は
二
九
七
で

あ
り
、
合
衆
国
の
そ
れ
が
同
じ
時
期
に
一
二
九
、
一
六
〇
で
あ

っ
た
こ
と
、
ま
た
全
世
界
平
均
で
は
一
〇
三
、
一
三
九
に
す
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
、
右
に
み
た
後
進
国
日
本
の
工

業
化
の
テ
ソ
ポ
の
高
さ
は
著
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
世

界
資
本
主
義
体
制
の
全
般
的
な
危
機
の
も
と
に
国
際
的
な
資
本

間
競
争
が
激
化
さ
れ
て
い
る
な
か
で
こ
の
生
産
拡
大
が
は
た
さ



れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
国
内
の
低
賃
金
構
造
と
と
も
に
、
中
国
大

陸
へ
の
強
力
な
商
品
な
ら
び
に
資
本
の
進
出
と
原
料
・
資
源
確
保
の
方

策
が
不
可
欠
の
環
と
し
て
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
岬
品
目
別
生
産
額
構
成
。
ふ
り
か
え
っ
て
、
工
業
生
産
の
こ
の
よ

　
　
　
　
　
－

軽
工
業
製
品

　
消
費
手
突

う
な
「
驚
異
的
な
展
開
」
を
よ
り
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
産
業
が
支
え

た
の
か
を
確
め
よ
う
。
そ
れ
を
品
目
別
生
産
額
構
成
の
変
化
か
ら
み
る

と
お
よ
そ
第
４
図
の
よ
う
な
結
果
を
う
る
。

　
こ
の
時
期
を
通
じ
て
最
大
の
比
重
を
占
め
て
い
た
の
は
紡
織
で
、
一

重
化
学
工
業
製
晶
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
１

）業工営民（比成構額産生ｕ易目品図４第

生
産
手
突

晶料食

載茅労系

本製刷印

］長製木材製

籍勉
ノ

身
、

糾カ
券姶

１械機

１属金

ゾ
妾そ

、

締

工栂梼

１属金

糾〃必〃〃９０？１

％
０
０
　
　
卯
　
　
　
　
　
刀

　
－

独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成

５
０

（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

３
０

仙

０

　
と
　
０

　
１
０
　
を
　
額。
価

成
物
作
産
り
工
よ
全
表
い
付
た
号
ま

３
３
含

第
を
』
分
料
の
資
賃
と
工
査
加
調
理
『
修
部
に
学
び
済
ら
経
た

学
ス
　
。

大
ガ
率

屋
，
比

古
気
た

名
電
し

一
八
七
　
（
八
〇
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

Ｏ０１＝９２
１
９率加増額産生ｕ易目品

１
）

（図５第

ｏ
’

■載寿方系
ｏ

〃
ｏ
〃

＼

、
ｏ
〃
〃

　
　
門

　
　
部

　
　
三

　
　
系

　
　
業

　
　
工

－
　
雑
　
品

”
＼
　
　
料

　
’
　
　
　
食

ノ
〈
＼

’
’

ｏ
’
／

　
３
ｏ
ｏ

　
　
’
〃

　
　
　
’
’

’’
’
’’’

〃刃〃〃〃卯〃

　
　
　
　
〃
　
舳
　
榊
　
〃
　
伽
　
８
０
　
６
０
　
如
　
刎

九
〇
九
年
に
は
全
工
業
生
産
額
の
五
割
近
く
を
占
め
、
一
四
年
の
一
〇

〇
〇
分
比
構
成
で
は
四
六
五
に
ま
で
低
く
な
っ
た
。
そ
れ
が
第
一
次
大

戦
期
に
再
び
拡
大
し
、
一
九
一
九
年
の
四
九
五
へ
と
回
復
す
る
。
し
か

し
一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
て
比
重
は
低
下
し
、
二
九
年
の
相
対
比
は
四

一
〇
に
ま
で
漸
減
し
た
。
食
料
品
工
業
も
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
で

紡
織
に
工
業
生
産
の
第
一
位
の
地
位
を
ゆ
ず
っ
て
か
ら
以
後
、
紡
織
の

み
な
ら
ず
次
第
に
発
展
し
て
き
た
重
・
化
学
工
業
の
生
産
拡
大
に
と
も

な
い
、
そ
の
比
重
は
逓
減
傾
向
を
強
め
た
。
し
か
し
、
第
５
図
で
も
明

ら
か
の
よ
う
に
、
一
九
一
四
年
よ
り
二
九
年
ま
で
生
産
額
の
か
な
り
大

岬

○

成作りよ表
１
０第）注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八
　
（
八
一
〇
）

き
な
増
加
が
み
ら
れ
、
相
対
的
な
比
重
の
低
下
は
一
四
年
の

一
六
四
か
ら
二
九
年
の
一
五
ニ
ヘ
と
比
較
的
ゆ
る
や
か
で
あ

っ
た
。
ま
た
製
材
、
木
製
品
、
印
刷
製
本
、
そ
の
他
雑
工
業

を
合
計
し
た
生
産
額
は
、
一
九
年
以
後
二
四
年
ま
で
の
停
滞

が
有
っ
た
も
の
の
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
発
展
は
前
二
部
門

の
動
き
と
対
照
的
に
大
き
く
拡
大
す
る
。
こ
の
雑
工
業
系
三

部
門
は
ほ
惇
同
じ
構
成
比
を
も
っ
て
こ
の
間
を
推
移
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
「
軽
工
業
」
諾
部
門
の
発
展
は
一

九
二
〇
年
代
の
紡
織
工
業
の
生
産
停
滞
を
最
大
の
特
徴
と
し

っ
っ
、
そ
れ
で
も
な
お
全
工
業
生
産
額
の
六
五
劣
ま
で
を
、

こ
れ
ら
の
諸
部
門
が
生
産
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
金
属
、
機
械
器
具
、
化
学
、
窯
業
の
い
わ
ゆ
る
「
重
化
学
工

業
」
を
構
成
す
る
八
中
部
門
の
動
き
は
注
目
す
べ
き
多
く
の
事
実
を
含

ん
で
あ
る
。

　
第
１
０
表
に
お
い
て
、
　
「
耐
久
消
費
財
」
生
産
部
門
と
し
て
一
括
し
た

金
属
皿
、
機
械
器
具
皿
、
化
学
皿
、
窯
業
ｕ
の
生
産
額
増
加
率
を
一
九

一
九
年
、
二
四
年
、
二
九
年
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
観
察
す
る
と
（
第
５

図
四
参
照
）
、
機
・
器
皿
（
光
学
器
械
、
楽
器
類
）
と
窯
業
皿
（
陶
磁
器
、

ガ
ラ
ス
、
ガ
ラ
ス
製
晶
）
は
一
九
二
四
年
頃
ま
で
発
展
を
続
げ
、
二
四
年



か
ら
二
九
年
ま
で
に
一
度
生
産
減
退
　
　
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

し
て
か
ら
三
〇
年
代
へ
の
著
し
い
生
　
　
９
一
　
１
１
・
　
１
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９

産
拡
大
へ
と
結
ぶ
。
金
属
皿
（
金
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
率

般
家
具
・
什
器
類
等
）
は
逆
に
第
一
次
　
　
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増

大
戦
期
に
著
し
い
拡
大
を
と
げ
た
あ
　
　
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産

と
一
九
年
を
ピ
ー
ク
に
二
四
年
ま
で
　
　
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牙

減
退
し
、
こ
の
頃
か
ら
反
転
し
て
再
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品

び
生
産
拡
大
を
は
じ
め
る
が
二
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

に
お
い
て
も
一
九
年
水
準
を
こ
え
て
　
　
図

い
な
い
三
の
な
か
に
あ
一
て
化
学
郷
湖
洲
洲
・
。

皿
（
製
薬
、
石
ケ
ン
・
化
粧
晶
・
ロ
ウ
・
マ
ッ
チ
、
油
脂
類
、
製
紙
、
パ
ル
プ
、

セ
ル
ロ
ィ
ド
な
ど
）
は
、
一
九
年
以
後
も
ゆ
る
や
か
な
テ
ン
ポ
で
は
あ
る

が
一
貫
し
て
生
産
の
拡
大
が
続
き
、
そ
の
発
展
テ
ソ
ポ
は
三
〇
年
代
に

入
っ
て
か
ら
も
か
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
部
門
で
は
金
属

皿
の
著
し
い
停
滞
と
機
器
皿
の
そ
れ
と
は
対
照
的
な
生
産
拡
大
を
一
九

二
〇
年
代
前
半
の
特
徴
と
し
て
含
み
つ
つ
、
概
し
て
一
九
二
〇
年
恐
慌

後
の
一
〇
年
問
は
逓
増
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
工
業
生
産

額
に
占
め
る
比
重
も
「
耐
久
消
費
財
」
生
産
部
門
全
体
で
一
九
一
九
年

の
一
〇
〇
〇
分
比
、
八
一
か
ら
二
四
年
の
八
九
、
二
九
年
の
八
四
、
三

　
　
　
　
独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

７
・
１
・

　
　
　
　
一
判

　
　
　
　
、
べ
化

１
．
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
１
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ
ｕ

　
　
　
　
＼
、
１
　
　
　
属

　
　
　
＼
、
、
１
”
／
金

　
　
へ
　
　
《
業
〃

　
　
、
ム
窯

細
　
　
〃
ダ
‘

　
機
　
　
　
　
　
　
　
　
４
〃
〆
１

’
１
’
１

・
７

。
’

・
。
’

　
’

舛刀〃〃伜
ｏ
９〃

舳
　
卿
　
醐
　
…
　
９
０
　
刃
　
卵
　
刃
〃
他

四
年
の
八
○
と
一
九
二
四
年
を
ピ
ー
ク
に
以
後
は
む
し
ろ
低
下
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
，
本
来
の
生
産
手
段
生
産
を
進
め
た
「
生
産
財
」
生
産
の

四
工
業
部
門
を
み
る
と
明
ら
か
に
前
二
者
と
は
異
っ
た
姿
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
四
都
門
の
生
産
額
増
加
率
は
、
第
５
図
側
で
確
め
ら

れ
る
よ
う
に
い
ず
れ
も
一
九
一
九
年
か
ら
二
四
年
ま
で
に
大
き
く
生
産

減
退
し
、
二
四
年
か
ら
後
は
著
し
く
発
展
し
て
い
る
。
し
か
も
一
九
二

九
年
に
お
い
て
、
化
学
１
、
金
属
１
は
一
九
年
水
準
を
は
る
か
に
凌
駕

し
、
機
器
１
も
二
〇
年
代
前
半
の
打
撃
を
後
半
の
五
カ
年
で
完
全
に
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
　
（
八
一
一
）

○

成作りよ表
１
０第）注



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

復
し
て
一
九
年
水
準
を
凌
駕
し
て
い

る
。
ひ
と
り
窯
業
１
（
セ
メ
ン
ト
、
煉
瓦

・
瓦
そ
の
他
）
の
み
が
、
　
一
九
年
を
ピ

ー
ク
に
そ
の
後
の
発
展
は
三
四
年
ま
で

そ
の
水
準
を
回
復
す
る
こ
と
が
な
か
っ

た
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
う
し
た
事
実
を
反
映
し
て
第
４
図

に
示
さ
れ
る
よ
う
な
金
属
１
、
機
器
１
、

化
学
１
に
お
け
る
生
産
額
構
成
の
著
し

い
拡
大
が
二
四
年
以
後
に
み
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

Ｏ０１目９２”率加増額産生ｕ易目品

３
）

（図５第

一
九
〇
　
（
八
一
二
）

／
ｏ
ｏ
ｏ

　
．
１
〃
１

　
　
　
，
１
〃
〆

　
　
　
　
　
ノ

１１

１属金

　
１
　
　
　
１
’

織
　
、
ｗ
ツ
　
。

〉
へ
＼
下
雌

へ
、
へ
　
　
　
ｒ

、
。
”
”
〃
肌
舳
炊
豚

業窯

二
’

１
４

”刃挫〃４１９０９〃

ツ２

０１２

０？３

　
右
の
観
察
と
工
業
都
門
別
職
工
数
の
規
模
お
よ
び
そ
の
変
化
（
第
６

図
参
照
）
と
を
合
せ
み
れ
ぱ
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
の
工
業
生
産
の
拡

張
は
、
食
料
品
、
雑
工
業
系
三
部
門
、
化
学
皿
な
ど
に
支
え
ら
れ
、
一

九
二
四
年
と
二
九
年
と
を
比
較
し
た
二
〇
年
代
後
半
の
発
展
は
金
属
１
、

機
器
１
、
化
学
１
の
著
し
い
拡
張
に
主
導
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一

九
二
〇
年
代
の
工
業
生
産
の
「
驚
異
的
な
展
開
」
過
程
は
、
つ
ま
り
、

主
導
的
産
業
た
る
紡
織
、
金
属
１
、
機
器
１
、
化
学
１
の
前
半
に
。
お
け

る
縮
少
た
い
し
停
滞
と
、
後
半
に
お
げ
る
著
し
い
拡
張
、
と
い
っ
た
発

７
０
　
　
５
０
　
　
刃
　
　
他
　
　
Ｗ
　
　
卿
　
　
５
０
　
　
釦
　
　
他

１
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
１

展
を
基
軸
に
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
官
営
工
場
の
大
き
た
比
重

に
っ
い
て
は
第
１
０
表
を
み
た
か
ぎ
り
で
も
か
な
り
明
瞭
に
把
握
で
き

る
。
官
営
工
場
数
そ
の
も
の
は
大
正
中
頃
ま
で
減
少
し
て
き
た
が
、
一

九
二
〇
年
代
初
頭
に
急
増
し
、
そ
の
後
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

官
営
工
場
の
重
機
器
生
産
に
占
め
る
比
重
は
決
定
的
で
あ
り
、
一
九
二

〇
年
代
の
生
産
手
段
の
生
産
が
主
に
。
官
営
工
場
を
含
む
官
公
需
に
支
え

ら
れ
る
側
面
を
有
し
て
い
た
だ
け
に
、
そ
れ
は
工
業
生
産
構
造
上
き
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

め
て
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
。

　
（
１
）
　
こ
う
し
た
規
定
は
尾
城
太
郎
丸
「
日
本
に
お
け
る
工
業
の
発
達
ｍ
」

○

成作りよ表
１
０第）注



数工職門部業工図
６第

「

哉

｛
不

方系‘

１
’

１

　
！

〆／
’

／’

１
■

１
！

Ｉ

ｎ
く
ｕ
ｎ
考

才

　
　
ー
工
　
　
　
　
ｎ
　
　
皿
　
　
ー

工
搾
／
梅
／
燃
鎌

一
　
　
　
！
一
　
／

｝
　
　
　
　
！
一
　
、

一
＾
　
　
！
　
ー

マ
　
　
　
　
１
　
一

膏
　
　
　
　
１
　
・

つ
　
　
　
一
１
一

ｒ
　
　
　
一
二

／
　
、
一

一
ノ
　
一
　
一

　
　
　
〆
　
　
、
１

　
　
　
’
　
　
　
１

　
ー
　
ノ
　
　
！
々
４

１属金

ｎ

日
５
回
者

隻

．
杉
甘

諾

００２

岬

５
０

’
’
’
’

ク業工雑
’

１
／。
〃
１〉

・
　
’

１
！
！

１
！

１

１

数工談耳

公
山
↓
刑

万
人

ｏ
０２

万００１

乃０８

万０６

万０４

万０２

万０！

０
０
人０４５

伽剥

卿助
ｏ
００５１

吻
鵠
鰐
肋
舳

０
９
８
７
６
，
５
　
４

砕
２
９硲

１
９〃９０９１

舳
３

卿
２

〃〃

０００４

卿

も較比の模規の門部業工各
ｏ

乱

（
２
）

（
伊
東
他
『
工
業
経
済
論
』
有
斐
閣
、
一
九
六
八
、
二
七
八
頁
）
、
小
林

謙
一
「
金
融
資
本
の
確
立
と
産
業
構
造
の
高
度
化
」
（
隅
谷
他
『
日
本

資
本
主
義
と
労
働
問
題
』
東
大
出
版
会
、
一
九
六
七
、
；
二
頁
）
な

ど
に
み
ら
れ
る
。

　
鉄
な
ら
び
に
石
炭
の
欠
除
と
そ
の
確
保
の
た
め
の
「
軍
義
統
制
並
に

植
民
圏
劃
保
」
の
必
然
性
に
つ
い
て
は
、
山
田
盛
太
郎
『
分
析
』
、
一

一
〇
１
二
西
頁
を
参
照
。
実
際
に
日
本
の
製
鉄
業
・
官
営
八
幡
製
鉄

所
の
設
立
と
発
展
に
日
清
戦
争
を
契
機
と
し
た
大
治
鉄
保
有
、
日
露
戦

争
を
契
機
と
し
た
満
鮮
鉄
保
有
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ
た
。

独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の

一
）
（
伊
藤
）

（
３
）

（
４
）

成
あ
作
で
り
能
よ
可

表
に

１
０
的

第
接
　
問）注

　
楊
井
克
已
編
『
世
界
経
済
論
』
　
（
東
大
出
版
会
）
四
六
頁
に
よ
る
。

　
大
正
末
に
お
け
る
生
産
手
段
生
産
部
門
に
お
け
る
官
営
工
場
の
地
位

は
上
掲
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
き
わ
め
て
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
金

属
１
の
官
営
工
場
は
八
幡
製
鉄
所
で
あ
り
、
同
所
の
一
九
二
四
年
の

銑
鉄
生
産
は
全
内
地
生
産
の
八
一
％
、
ま
た
鋼
材
は
五
二
％
を
占
め

（
飯
旧
賢
一
他
『
現
代
日
本
産
業
発
達
史
ｗ
　
鉄
鋼
』
　
〈
交
諭
社
出

版
局
、
一
九
六
九
Ｖ
付
表
皿
ー
ユ
）
、
　
鉄
鋼
業
は
国
家
資
本
ト
ラ
ス
ト

に
よ
っ
て
生
産
が
支
配
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
機
械
器
具
部
門
で
も
官
営

軍
事
工
廠
の
馬
力
数
で
示
唆
さ
れ
る
生
産
規
模
は
、
民
営
工
場
総
数
に

一
九
一
　
（
八
一
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

）４２９ユ
，

年
１
３正

伏位地
の場工営官るげおに門部産生設手産生

場
均
工
－
平

８
９
７
ー
　
メ
　
４
３
　
２

７
８
２
８
　
３
　
１

１
２
９
１
１
１
一
　
７
‘

Ａ
晒

数
総

０
４
４
ー
パ
メ
５
１
４
４
２
り
＾

場
均
工
－
平

２
７
５
０
　
■
　
２
３

４
２
２
５
　
３

３
８
６
７
　
３

数
工
職

数
総

４
８
５
０
川
ノ
６
３
２
３

３
２
３
４
∴
川
４
５
４

数
場
工

６
０
１
３
２

９
８
ｕ
∴
１

合
照
　
　
。

の
　
　
る

と
　
　
あ

表
　
　
で

附
号
　
　
値

３
３
　
の

　
　
り

第
　
　
当

』
　
　
場

料
　
工

資
　
。
用

蟻
大
鷲

蓑
触
』
は
平

織
膣

驚
鮒
３
年
成
力

課
鵬
吠
は
使

）
呂
）

１
　
　
　
　
ｎ
６

注

肉
迫
し
て
お
り
、
二
〇
年
代
の
民
営
工
業
自
体
も
官
公
需
に
支
え
ら
れ

た
造
船
、
車
両
製
造
が
大
き
た
比
重
を
占
め
て
い
た
。
た
お
官
営
化
学

工
場
も
火
薬
類
、
鉱
物
油
、
炭
素
製
晶
そ
の
他
の
製
造
工
場
一
〇
に
製

紙
工
場
一
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
当
時
の
官
営
工
場
が
軍
事
生
産
の
中

軸
を
た
し
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
民
営
重
工
業
自
体
が
軍
需
依
存
の

生
産
的
連
関
に
組
込
ま
れ
て
は
じ
め
て
発
展
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
性
格
は
戦
前
の
日
本
重
工
業
の
重
要
た
特
徴
と
し
て
多
く
指
摘
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
　
（
八
一
四
）

　
　
　
て
い
る
事
柄
で
あ
る
。
詳
し
い
分
析
と
し
て
は
、
山
田
盛
太
郎
『
日
本

　
　
　
資
本
主
義
分
析
』
九
二
－
一
一
〇
頁
。
機
械
工
業
の
構
造
的
特
質
に
つ

　
　
　
い
て
は
豊
崎
稔
『
日
本
機
械
工
業
の
基
礎
構
造
』
　
（
目
本
評
論
社
、
一

　
　
　
九
四
一
）
八
三
頁
以
下
を
参
照
。

　
ゴ
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
前
項
で
み
た
一
九
二

　
〔
○
年
代
の
工
場
数
・
職
工
数
の
増
加
テ
ソ
ポ
の
低
さ
と
、
上
来
み
て
き

た
工
業
生
産
額
の
高
い
発
展
テ
ソ
ポ
と
の
間
に
は
技
衡
的
改
良
に
基
づ

く
生
産
性
の
増
進
と
い
う
事
実
が
貫
ぬ
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
か
か
る
工
業
生
産
を
具
体
的
に
遂
行
し
た
工
場
と
そ
の
動
力

化
の
進
展
に
つ
い
て
検
討
し
、
　
『
工
場
統
計
表
』
か
ら
観
察
し
う
る
労

働
生
産
性
の
増
進
に
関
す
る
若
干
の
例
示
を
試
み
て
み
よ
う
。

　
０
Ｄ
　
原
動
機
使
用
工
場
の
急
増
。
は
じ
め
に
、
こ
の
期
間
全
体
の
工

場
の
増
加
傾
向
を
確
め
て
お
く
。
第
７
図
は
民
営
工
場
の
増
加
傾
向
を

原
動
機
使
用
工
場
と
未
使
用
工
場
別
に
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
〇
七
（
明
治
四
二
）
年
恐
慌
か
ら
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
ま
で
の

工
場
の
動
力
化
は
第
７
図
Ｏ
り
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
非
常
に
急
速
に
進
ん

だ
。　
生
糸
、
織
物
業
に
お
け
る
機
械
制
工
場
の
広
汎
な
発
展
と
在
来
産
業

諸
分
野
の
機
械
化
の
進
展
は
紡
織
、
雑
工
業
、
食
料
品
部
門
の
原
動
機

使
用
工
場
の
継
続
的
た
増
加
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
　
「
耐
久
消
費
財
」
生
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工
　
　
料
織

雑
　
　
食
紡

＼
　
　
　
．
、

　
　
工
　
　
　
Ｉ
Ｉ
１

　
　
器
　
　
業
字
属

Ｕ
　
機
　
　
窯
比
金

業
一
　
　
二
　
一

窯
上
　
＼
、
一

　
一
＼
戸
ん

　
、
　
、
　
＼
、
。

　
＼
　
　
・
　
　
　
、

＼
＼
＼
＼
ノ
ｎ

〈
ヘ
　
ハ
、
峰
＾

！
　
ー
　
イ

　
〉
　
）

＼
＼

工属金

〃

ｖ

、
〃

〃
〃

ノ一．．

　
　
　
　
　
ー

　
　
　
ス
　
器

　
　
　
ガ
　
機

　
　
　
気

　
　
　
電
　
し

　
　
－
．
Ｙ
，

　
１
■
＼

〈
’　
／

　
　
　
／
’

　
　
　
　
．
Ｖ

　
＼

＾
ジ　
ー
‘

　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒜
洲
榊
　
榊
獅
　
仰
刎

産
都
門
で
あ
る
金
属
皿
、
機
器
皿
、
化
学
皿
、
窯
業
ー
の
四
部
門
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

ず
れ
も
、
こ
の
段
階
で
機
械
制
工
場
が
一
般
化
す
る
の
で
あ
る
。

　
造
船
、
電
機
、
車
両
な
ど
の
業
種
を
含
む
機
器
１
あ
る
い
は
、
金
属

　
　
　
　
独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

必乃忽〃〃〃
〃

舳　
洲
　
蜘
岬
　
吻
刀
切
他
３
０
　
〃
”
　
〃
“
６

精
錬
、
鋳
物
な
ど
の
業
種
に
主
導
さ
れ
る
金
属
１
、
染
料
、
人
造
肥
料

た
ど
に
大
経
営
を
も
っ
化
学
１
と
大
セ
メ
ソ
ト
企
業
を
主
内
容
と
す
る

窯
業
１
の
原
動
機
使
用
工
場
は
、
い
ず
れ
も
第
一
次
大
戦
期
の
発
展
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
　
（
八
一
五
）

　
○
　
い
　
な
　
ま
　
含
　
を
　
場
　
工
　
営。
官

じ
は
同
に
と
数
表
場

１
０
工

第
の
は
年

料
２
４

資
１
９

１
）
２
）
）注



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

著
し
く
増
加
し
、
工
場
制
工
場
を
確
立
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
二
〇

年
代
に
入
る
と
遅
れ
て
動
力
化
を
進
め
る
窯
業
１
を
除
い
て
、
こ
れ
ら

の
部
門
が
と
も
に
逓
増
的
と
た
る
。

　
他
方
、
原
動
機
未
使
用
工
場
の
増
減
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
一
九

年
頃
に
は
全
般
に
わ
た
っ
て
原
動
機
使
用
工
場
の
方
が
多
く
な
り
、
未

使
用
工
場
は
そ
の
後
減
少
傾
向
を
強
め
る
。
こ
と
に
機
器
１
．
１
、
金

属
１
、
化
学
１
、
電
気
・
ガ
ス
は
一
九
一
四
年
ま
で
に
原
動
機
使
用
工

場
が
未
使
用
工
場
を
凌
駕
し
、
ま
た
一
九
一
九
年
ま
で
に
紡
織
、
食
料

品
、
雑
工
業
が
化
学
１
、
金
属
１
と
と
も
未
使
用
工
場
を
凌
駕
す
る
。

た
だ
窯
業
１
は
一
九
二
四
年
ま
で
の
問
に
こ
の
転
換
が
あ
り
、
窯
業
皿

は
一
九
二
〇
年
代
後
半
ま
で
未
使
用
工
場
の
数
の
方
が
多
か
っ
た
。

　
し
か
し
原
動
機
未
使
用
工
場
の
こ
う
し
た
減
少
傾
向
も
、
そ
れ
が
一

九
〇
九
年
以
降
は
っ
き
り
そ
の
方
向
を
た
ど
る
の
は
紡
織
、
食
料
品
、

窯
業
１
、
化
学
皿
の
四
部
門
で
あ
り
、
他
の
諸
都
門
で
は
一
九
二
〇
年

代
の
後
半
あ
る
い
は
昭
和
恐
慌
後
に
ふ
た
た
び
原
動
機
未
使
用
工
場
の

増
加
が
は
じ
ま
る
。
こ
の
こ
と
は
十
分
に
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
実
際
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
の
段
階
で
、
原
動
機
未
使
用
工
場

は
職
工
四
九
人
以
下
の
規
模
の
み
で
九
八
・
一
％
に
達
し
、
五
〇
人
規

模
以
上
の
工
場
で
原
動
機
未
使
用
工
場
が
存
在
す
る
業
種
は
、
煉
瓦
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
　
（
八
ニ
ハ
）

瓦
、
製
糸
、
織
物
、
組
物
染
色
そ
の
他
、
マ
ヅ
チ
、
油
脂
、
ガ
ラ
ス
製

品
、
醸
造
な
ら
び
に
製
材
、
木
製
品
、
印
刷
製
本
、
そ
の
他
雑
、
な
ど

で
あ
り
、
そ
れ
も
職
工
一
〇
〇
人
未
満
の
工
場
で
全
体
の
九
九
・
四
劣

と
た
る
。
し
か
も
年
次
ご
と
に
職
工
四
九
人
以
下
の
工
場
の
み
に
未
使

用
工
場
が
分
布
す
る
傾
向
が
強
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
原
動
機
未
使
用

工
場
の
ほ
と
ん
ど
が
小
・
零
細
工
場
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
九
二
〇
年
恐

慌
後
は
げ
し
く
減
少
し
た
と
は
い
え
、
一
定
観
模
で
残
存
し
た
の
で
あ

る
。
ま
た
機
器
１
、
化
学
１
、
金
属
皿
な
ど
重
化
学
工
業
分
野
で
は
二

〇
年
代
後
半
か
ら
再
び
未
使
用
工
場
が
増
加
し
は
じ
め
た
。
こ
れ
は
明

ら
か
に
重
機
器
、
化
学
工
業
分
野
の
本
格
的
な
拡
大
過
程
を
反
映
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

　
似
　
工
業
動
力
の
転
換
と
労
働
生
産
性
。
こ
の
時
期
の
工
場
制
工
業

の
確
立
と
工
場
の
動
力
化
の
基
礎
に
は
、
工
業
動
力
の
汽
力
か
ら
電
カ

ヘ
の
転
換
が
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
。

　
紡
績
工
業
で
は
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
頃
に
は
す
で
に
原
動
機
の

電
カ
ヘ
の
転
換
が
遂
げ
ら
れ
、
大
正
初
頭
で
火
力
発
電
を
凌
駕
し
た
水

力
発
電
力
の
豊
富
で
低
廉
な
電
力
供
給
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
と
、
小
馬
力
三
相
誘
導
電
動
機
の
国
産
化
と
が
あ
い
ま
っ
て
、

一
九
一
六
、
七
（
大
正
五
・
六
）
年
頃
に
は
工
業
動
力
の
汽
力
、
電
力
転
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八

七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
　
　
　
　
　
（
１
）

換
が
は
た
さ
れ
た
。
こ
の
転
換
過
程
を
総
括
す
る
と
第
１
４
表
を
う
る
。

　
ま
ず
工
業
動
力
化
に
つ
い
て
は
、
職
工
二
九
人
以
下
の
小
・
零
細
工

場
の
動
力
化
が
一
九
〇
九
年
よ
り
一
九
年
ま
で
に
二
〇
・
七
％
か
ら
五

四
・
五
％
ま
で
に
高
ま
っ
た
こ
と
、
一
〇
〇
人
以
上
の
規
模
で
は
一
四

年
で
す
で
に
動
力
化
率
九
四
％
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
。

　
原
動
機
の
種
類
別
馬
力
数
で
は
蒸
気
機
関
が
〇
九
年
で
五
四
％
、
電

動
機
は
一
一
劣
で
あ
っ
た
の
が
、
一
四
年
で
は
二
六
・
八
％
と
二
三
劣

へ
と
変
り
、
一
九
年
で
は
「
他
よ
り
供
給
の
電
力
」
を
動
力
源
と
す
る

電
動
機
馬
力
数
が
全
工
業
動
力
の
三
分
の
一
近
く
に
達
し
た
の
で
あ

る
。
職
工
一
〇
〇
人
以
下
の
中
小
・
零
細
工
場
で
は
こ
の
問
、
水
車
動

力
、
石
油
機
関
、
　
「
他
よ
り
供
給
の
電
力
に
よ
る
電
動
機
」
を
主
た
工

業
動
力
と
し
て
い
た
が
、
一
九
一
九
年
に
は
職
工
一
〇
〇
人
以
上
の
工

場
の
主
要
た
動
力
が
蒸
気
機
関
か
ら
電
動
機
に
転
換
し
て
い
た
。
産
業

資
本
の
本
格
的
た
展
開
と
独
占
の
形
成
が
原
動
力
に
お
い
て
は
汽
力
か

ら
電
カ
ヘ
の
転
換
に
よ
っ
て
は
た
さ
れ
、
ま
た
電
気
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
へ
の
転
化
・
発
展
の
過
程
で
、
独
占
段
階
固
有
の
集
約
的
た
生
産

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

編
成
と
合
理
化
の
足
場
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
〇
年
恐
慌
後
の
過
程
は
、
も
じ
ど
お
り
民
営
工
場
の
動
力
は

電
動
機
の
普
及
を
基
礎
に
進
め
ら
れ
た
。
工
場
工
業
の
動
力
化
、
電
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
　
（
八
一
八
）

を
概
括
す
る
と
（
第
１
５
表
参
照
）
、
動
力
化
は
一
九
一
九
年
の
六
一
・
三

劣
が
、
一
〇
年
後
の
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
は
八
一
・
五
％
に
な
り
、
電

力
化
率
は
五
八
％
か
ら
八
九
％
に
ま
で
高
ま
る
。
二
九
年
の
職
工
一
〇

〇
人
以
上
の
工
場
の
九
九
％
ま
で
が
原
動
機
使
用
工
場
と
な
っ
た
。

　
職
工
規
模
別
に
、
職
工
一
人
当
り
馬
力
数
を
み
る
と
、
一
九
年
で
す

で
に
一
〇
〇
〇
人
以
上
規
模
で
は
一
〇
〇
～
四
九
九
人
規
模
の
一
・
八

倍
に
あ
た
る
電
動
機
馬
力
数
の
配
備
を
受
け
て
い
た
が
、
ま
だ
一
人
当

り
一
馬
力
に
は
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
一
〇
年
後
に
は
一
人
当

り
三
・
七
馬
力
と
な
り
、
一
〇
〇
～
四
九
九
人
観
模
の
二
・
七
倍
に
あ
た

る
電
動
機
馬
力
数
で
あ
る
。
二
〇
年
代
の
一
〇
年
問
に
著
し
い
電
動
機

の
普
及
が
あ
っ
た
と
同
時
に
、
電
動
力
保
有
率
の
規
模
別
格
差
が
ま
す

ま
す
ひ
ら
い
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
電
動
機
の
普
及
が

資
本
集
約
的
な
生
産
編
成
の
推
転
を
示
凌
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ぱ

そ
れ
が
大
径
営
の
工
場
ほ
ど
著
し
く
進
ん
だ
こ
と
は
こ
の
事
実
の
な

か
に
そ
れ
を
予
測
し
た
と
し
て
も
ま
っ
た
く
の
誤
り
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
ｏ　

こ
う
し
た
工
業
動
力
の
転
換
と
電
動
力
使
用
の
拡
大
は
労
働
生
産
性

を
増
進
さ
せ
る
基
礎
で
あ
っ
た
。
労
働
者
一
人
当
り
生
産
額
の
変
化
を

第
１
６
表
に
み
る
と
、
ま
ず
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
年
に
か
け
て
の
著
し



率備装機動電の場工大るげおに代年
２
０

１
９表

１
５第

５
ユ
７
　
　
８
　
　
ｏ
Ｊ
　
ｏ
）
　
　
４
ｏ
Ｊ
　
　
　
．
　
〇
一
　
　
．
　
ｏ
ｏ
　
　
７
２
　
　
　
ｏ
）
　
だ
〇
　
　
一
」
○
　
　
．
　
　
３
　
　
０
Ｊ
　
　
　
　
１
１
一
　
〇
〇
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
２

１
「
ｏ
４
　
　
ｏ
◎
　
　
７
　
　
　
　
　
８
０
　
　
　
．
　
１
　
　
．
　
　
　
　
４
８
　
　
　
Ｑ
）
　
１
１
一
　
ｎ
ｚ
　
　
　
　
　
１
１
　
　
９
　
　
　
　
　
　
　
３
－
　
－
；
－
■
１
－
－
３
１
－

業
工
全

○
ユ
４
一
　
２
　
　
５
　
　
２
　
　
２
（
ｏ
　
　
　
　
．
　
１
１
　
　
．
　
８
　
　
（
ｏ
１
↓
　
　
　
Ｏ
）
　
ｏ
０
　
　
０
）
　
　
．
　
　
Ｏ
Ｊ
　
　
９
　
　
　
　
３
　
　
０
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
１

業
工
全

数
場
率
馬
）
成
馬
機
総
肛
力
辮
構
判
）
騨
　
使
　
電
１
０
別
人
肥
別
（
場
鱗
化
薮
模
針
隷
工
原
動
全
力
規
職
カ
ユ
馬

　
○
灼

　
８
８
　
率
　
化
　
力
　
電
　
の。
年

成
２
９

作
１
９
り
。
よ
｝

』
１
４
表
率
計
用
統
使
場
ン
エ
ビ

年
一４
タ
和
気
昭
蒸

省
６
，

工
７
・

商
１
び
率
よ
用
お
庚
　
関
刻
機
計
気
統
蒸

場
１
・

工
８
・

年
５
８
率
正
化
大
力
『
電
省
の
務
年

商
１
９

農
１
９

１
）
２
）
注

）円位単（差格房門部と額産生り当人－者働労

　
）
　
差
　
格
　
（
４３９１

１
．
〉
　
差
　
格
　
（
９２９ユ４２９ユ

）差格（

９１９ユ

）差格（

表
１
６第

４ユ９１

）差格（

９０９ユ

）差格（

次
年
＼
細

＼
蝶

）０１２（ユ４７
，８

）３８（ユ５４３

）８
（
ｚ

２（８８４
，９

）６ユユ（３３８
，４

）８６（
Ｈ
イ

３８２

）７６（８０８２

）９８！（５６８７

）９４（９３０
，２

）３７（６２０３

）９６１（２３０
，７

）１７（２５９
，２

）２０２（９０２８

）９８（１０６
，３

）３４２（７８８
，９

）ユーユ（６２５４

）１０ユ（９９０４

）４５（９９ユ
ｎ
！
一

）４０２（ユ０３８

）１５（６６０２

）４７（４００
，３

）４９１（２６８７

）９７（３０２３

）９３ユ（３０３５

）２７（９５７２

）ユ８１（３２９６

）６８（７３２３

）５４１（８５５５

）０６（３ユ３
，２

）３８１（４９９６

）８５（９２２２

）２８（１３１３

）４１２（９９１８

）
【
／

８（

Ｆ
」
ｏ

３３，３

）４６４（０７
［
／

７１

）１８１（Ｏ
［
ｏ

０８

）１８（９２６３

）３６１（９
【
Ｕ

２，７

）２ユユ（３００５

）９０ユ（２６８４

）２４（２８８ユ

）８４ユ（
（
５
８５６

）２４（ユ９８ユ

）０９（８９９３

）８６１（２８４７

）０８（
□
／
６５３

）９４２（８０ユユユ

）７ユ２（６８０３

）９９（９９３
，ユ

）９
９
“

３（４
Ｈ
プ

６４

）９９（６０４
，ユ

）８ユー（３７６
，ユ

）８７（４０ユユ

）７
〔
！

１（０１５２

）２５（４４７

）８７（１０ーユ

）９９１（６
ｎ
ｚ

８２

）７
［
イ

（９９０ユ

）
－
７９２（９０２

，４

）３３２（６１３
，２

）８８（６７８

）９４４（
｝
０
Ｆ
ｏ
４４

）
－
０
０１（４４０

，１

）８８（２７８

）３１１（Ｏ
ｎ
ｚ

ユ，ユ

）４
「
ｏ
ユ（２２５ユ

）８４（６７４

）ユ８（８０８

）７６ユ（４５６ユ

）４８（５３８

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
皿
１
１
織
品
雑
　
電

属
器
学
業
属
器
学
業
　
斗
他
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
の
業
ス

金
機
化
窯
金
機
化
窯
紡
食
そ
エ
ガ
気

）Ｏ０１（８６ユ４

一
〇〇１（３６０４）Ｏ０１（７２８３）Ｏ○ユ（４５４４

メ
ー
Ｏ０１（９１

五
▲

ユ）Ｏ○ユ（１９９業工全

て
は
い
に
つ
業
に
工
場
全工
の
此
上
算
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５
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成
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作
工
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コ
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査
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沌
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調
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ナ
し
部

済
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ま
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繕
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含
れ
額

部
産
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産

学
生
額
慮
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済
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考
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経
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箒
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働
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労
ガ
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）
）
　
　
　
）
）

１
２
　
　
　
３
４

注

独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）
（
伊
藤
）

一
九
七

（
八
一
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

い
増
加
と
、
さ
ら
に
二
〇
年
反
動
恐
慌
後
に
お
い
て
も
一
九
一
四
年
段

階
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
高
い
労
働
生
産
性
が
維
持
さ
れ
た
こ

と
を
確
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
時
期
を
追
っ
て
ゆ
け
ば
、
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
年
に
か
げ
て
め
ざ

ま
し
い
労
働
生
産
性
の
増
進
と
そ
の
部
門
別
格
差
の
拡
大
が
あ
っ
た
あ

と
、
一
九
年
か
ら
二
四
年
に
か
け
て
金
属
１
、
窯
業
１
な
ら
び
に
紡
織

の
四
部
門
で
労
働
者
一
人
当
り
生
産
額
の
大
き
な
減
退
が
あ
る
。
さ
ら

に
二
四
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
の
動
き
を
み
る
と
、
金
属
１
、
機
器

．
１
、
化
学
１
、
窯
業
１
お
よ
び
機
器
皿
、
化
学
皿
の
部
門
で
一
段
と
生

産
性
を
増
進
さ
せ
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
そ
の
他
の
諸
部
門
で
は
停
滞

な
い
し
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
工
業
都
門
問
の
不
均
等
な
生
産
性

の
変
化
の
な
か
に
、
一
九
二
四
年
以
降
、
生
産
手
段
生
産
部
門
の
高
生

産
性
、
消
費
手
段
生
産
都
門
の
低
生
産
性
を
明
確
に
し
つ
つ
、
そ
れ
と

同
時
に
部
門
別
格
差
の
幅
そ
の
も
の
は
次
第
に
固
定
化
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
以
上
、
民
営
工
場
の
発
展
傾
向
を
二
大
部
門
分
割
基
準
を
適
用
し
つ

っ
、
包
括
的
な
数
的
把
握
を
試
み
て
き
た
。
こ
う
し
た
分
析
で
も
っ
て

目
本
工
業
の
構
造
的
特
質
ま
で
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
　
（
八
二
〇
）

可
能
で
あ
り
、
本
稿
の
目
的
で
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
か
か
る
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

析
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
よ
り
繊
維
工
業
段
階
と
し
て
揚

定
さ
れ
て
い
た
対
象
時
期
に
お
け
る
重
化
学
工
業
化
が
よ
り
適
確
に
把

握
で
き
た
。
こ
と
に
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
恐
慌
後
著
し
く
縮
少
し
た

重
化
学
工
業
諸
都
門
が
二
四
～
二
六
（
大
正
十
三
～
昭
和
元
）
年
頃
を
境

に
再
び
量
的
拡
大
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
要
因
が
い
か
な
る
も
の
で
あ

り
、
ま
た
そ
の
変
化
が
日
本
資
本
主
義
の
経
済
的
杜
会
構
成
に
い
か
な

る
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
か
、
と
い
う
間
題
に
接
近
す
る
場
合
の
前
提

と
し
て
、
こ
う
し
た
統
計
的
認
識
が
改
め
て
要
求
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
（
１
）
　
こ
の
こ
と
の
詳
細
な
研
究
は
上
林
貞
次
郎
『
日
本
産
業
論
』
　
（
、
・
・
ネ

　
　
　
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
七
）
第
二
章
「
工
業
原
動
機
の
発
展
過
程
」
に

　
　
　
み
ら
れ
る
。

　
（
２
）
　
山
田
盛
太
郎
『
戦
後
再
生
産
構
造
の
段
階
と
農
業
形
態
１
』
Ｉ
Ｖ

　
　
　
＋
ｍ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
お
よ
び
蓄
枝
の
ｃ
ｏ
ｏ
訂
昌
～
の
崩
壊
と
再
編
』
（
一
九
六
四
）

　
　
　
一
－
三
頁
。

（
付
記
）

資
料
作
成
に
あ
た
っ
て
多
忙
た
本
学
経
済
学
部
後
藤
靖
教
授
の
暖

か
い
ご
指
導
を
得
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
し
ま
す
。






